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財務省税関一般職の採用は、各税関で実施しております。この
パンフレットをご覧になって、税関に少しでも興味をお持ちの
方は、上記にお問い合わせください。また、各税関のホームペー
ジに管轄や採用案内等を掲載しておりますので、そちらもご覧
ください。



関税局長からのメッセージ
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　税関は本年（令和４年）11月28日に150周年を迎えます。
明治開国以来長きにわたり、税関は貿易秩序の維持及び日本
の経済の発展に大きな役割を果たしてきました。この150周
年という節目は単なる通過点ではなく、税関が新たな時代を
切り拓くための契機でもあります。

　税関は様々な新しい課題に直面しています。税関で押収さ
れる不正薬物は６年連続で１トンを超えました。深刻な状況が
続く中、不正薬物などの社会悪物品の流入を防ぐ税関の責務
は重みを増しています。また今後、2023年のＧ７サミット、
2025年の大阪・関西万博などの国際的な大イベントが控え
ており、テロ対策などの厳格な取締りと円滑な通関の両立に
万全を期すことが期待されています。
 
　直近の状況を見ると、新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のための外出自粛に伴ってネットショッピングの利用が
拡大したことにより、航空貨物の輸入許可件数が激増してい
ます。関税局・税関は我々の生活に直結する物流に精通する
機関として大きく関与しています。
 
　国際的な動きとしては、本年１月１日に日本の主要貿易国で
ある中国などとの初めての経済連携協定であるＲＣＥＰ協定が
発効しました。現在、経済連携協定発効済・署名済の相手国と

の貿易額は、日本の貿易総額の約８割となっています。経済連
携協定の利用機会のさらなる拡大が見込まれているなか、通
関業務を行う税関に求められる役割はますます重要となって
います。
 
　税関では、サプライチェーンの変化やデジタル化の加速な
ど、新たな環境変化を見据え、ドローンやＡＩ（人工知能）といっ
た先端技術の活用も開始しており、今後も一層の業務の高度
化、効率化や利用者の利便性向上などを図っていかなくては
なりません。
 
　税関には、こうした様々な課題に的確に対応しながら、「安
全・安心な社会の実現」「適正かつ公平な関税等の徴収」「貿
易の円滑化」という３つの使命を着実に遂行することが求めら
れています。
 
　税関が次世代へと大きく飛躍し、「世界最先端の税関」とな
るためには、若い皆さんの前例に囚われない柔軟な発想が不
可欠です。様々なバックグラウンドを持つ皆さんとともに、税
関職員の幅広い活躍の場を通じて新たな時代を切り拓き、将
来の税関の礎を築いていく日が来ることを楽しみにしており
ます。

関 税 局 長

阪田　渉



世界最先端の税関を目指して
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税関の使命・行動指針等

経済活動のグローバル化が急速に進む中、３つの使命を税関は果たしています

税関の使命

1.
2.
3.

安全・安心な
社会を実現する

適正かつ公平に
関税等を徴収する

貿易の円滑化を
進める

銃器・不正薬物・知的財産侵害物品等の密輸を阻止すると
ともに、我が国におけるテロ行為を未然に防止することに
より「世界一安全な国、日本」を構築

約9.1兆円すなわち国税収入の約14.1％に相当する額を
徴収する歳入官庁として、適正かつ公平に関税等を徴収

国際物流におけるセキュリティを確保しつつ、民間企業と
の協力やIT化の推進などを通じ、通関手続を一層迅速化

税関職員は、５つの行動指針に則って、３つの使命遂行に取り組んでいます

税関職員の行動指針

1. 誠実に行動し、社会からの信頼と期待に応えます。 
2. 誇りと使命感を持って、業務に取り組みます。 
3. 円滑なコミュニケーションを図り、チームで前進します。 
4. 改善意識を高め、日本と世界の変化に機敏に対応します。 
5. 自ら学び考え、プロフェッショナルとして成長します。 

最先端技術を活用した
検査機器の配備

不正薬物を高精度に探知する
先端技術を調査・研究すると
ともに、既存の技術も導入し、
さらに有効な検査機器を

配備します。

関係機関との協力
関係機関と日頃から緊密な
連携・情報交換を行い、
政府一体となって厳格な
取締りを実施しています。

人材育成
柔軟性・国際性・総合性を備えつつ、

国民の目線に立ち、高い
志をもって職務を遂行できる
職員を育成しています。

民間企業との協力
民間企業と税関との

パートナーシップの構築により、
国際貿易の一層の円滑化を

進めています。

IT化の推進
税関手続のIT化を一層進めることで、
輸出入手続きの更なる簡略化、

効率化を実現し、
利用者の利便性の向上を

図っています。

各国税関等との協力
税関相互支援協定の締結など

諸外国の税関との
連携を進めることにより、
税関行政の更なる質の
向上に努めています。

３つの使命を
遂行するための
取り組み



財務省税関の組織
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財務省関税局は、関税政策・税関行政の企画立案、
諸外国との交渉・調整、途上国支援等の業務を通じ、
直接的・間接的に税関の３つの使命の実現を目指しています。
関税局が所掌する幅広い業務について、各担当職員からご紹介します。

財
務
省

大臣官房

主計局

主税局

理財局

国際局

税関研修所

関税中央分析所

財務総合政策
研究所

会計センター

国税庁

国税局

総務課

事務管理室

管理課

税関考査管理室

関税課

経済連携室

税関調査室

特殊関税調査室

第一参事官室
（国際交渉担当）

第二参事官室
（国際協力担当）

監視課

業務課

調査課

知的財産調査室

税関

財務局

P.13

P.6

（
施
設
等
機
関
）

（
外
局
）

（地方支分部局）

● 税関職員の人事、教養、訓練

● 知的財産侵害貨物に該当するおそれがある貨物に関する
　 調査、認定、処分に関すること

● 輸入貨物の価格、運賃、保険料等の調査に関すること
● 輸出貨物の調査、検査に関すること
● 関税法規の犯則事件の調査、処分、情報に関する事務に関すること
● 情報についての外国税関当局等との連絡、調整に関すること

● 輸出入貨物、船舶等及び旅客の取締りに関すること
● 旅客の携帯品等に係る関税等の賦課徴収に関すること
● 開港及び税関空港に関すること
● 保税制度の運営に関すること

● 貨物の輸出入許可、承認に関すること
● 関税、とん税、特別とん税等の賦課徴収に関すること
● 郵便物の輸出入手続きに関すること
● 関税率表の品目分類、輸出入貨物の分析に関すること
● 通関業の監督、通関士に関すること

原産地規則室

● 関税、とん税及び特別とん税に関する政策一般
● 関税局・税関の機構・定員、予算
● 関税局内の総合調整

● 関税等に関する制度の調査、企画、立案
● 関税等に関する政策の基礎となる事項の調査、研究
● 関税・外国為替等審議会関税分科会の庶務に関すること
● 貿易統計の作成、公表

● 輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社に関すること
●  税関の所掌事務に係る電算機処理に関する調査、企画、調整

● 税関事務の運営、職員の服務に関する考査

● 経済協力及び開発に関する国際機構に係る関税等に関すること
● 世界貿易機関に関すること
● 外国の関税等に関する制度の調査、研究
● 外国の貿易事情の調査、研究

● 経済上の連携に関する事項の企画、立案、調査、研究

● 特殊関税に関する調査

● 原産地規則に関する制度の企画・立案

● 税関行政に関する制度の基礎となる事項の調査、研究

● 関税等に関する二国間協定又は協議の企画、立案
● 地域協力に関する国際機構に係る関税等並びに税関行政に関すること
● 関税協力理事会に関すること
● 関税局の所掌事務に係る国際協力に関すること

関税局
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関税政策を通じて未来が見える
関税政策　出井 昌孝

P.7

移りゆく時代の中で
税関行政　臼谷 幸智

P.8

知的財産侵害物品の水際取締り
税関行政　松崎 貴弘

P.9

安全・安心な社会の実現のために
税関行政　山﨑 恭子

P.10

時代の要請に応え、世界標準をリードする
国際協力　小田 真史

P.12

各国の思惑が交錯する国際交渉の最前線で
国際交渉　河村 健太郎

P.11
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関税の役割と関税課の業務
　関税の役割は、一般的に、①国内産業を保
護すること、②関税収入という財政収入をも
たらすことの２つとされており、現在の日本
においては、国内産業保護の役割が重視さ
れています。高い関税が課されている貨物は
輸入されにくくなることから、国内生産者は
保護されますが、一方で消費者の選択肢を
減らすというデメリットもあります。
　関税課では、国内産業保護の観点に加え
て、消費者に与える影響なども勘案し、関税
制度について不断の見直しを行っています。
関税率や関係する税関手続は法律で定めら
れており、これらを変えるための法律改正が
関税課の最も大きな仕事となります。
　法律改正に向けては、関係府省と議論を
尽くすとともに、外部の有識者で構成される
関税・外国為替等審議会への諮問を経て、国
会に提出する法案を少しずつ作っていきま
す。国会での審議を経て法案が成立したとき
の達成感は何ものにも代えがたいものがあ
ります。

新型コロナウイルスや電気自動車
　法律改正と一言にいってもその内容は
様々です。例えば、令和３年度改正において
は、医療・介護現場において使用されている
ビニル製の使い捨て手袋について、新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡大により、世界

的に品薄となり価格が上昇したことから、暫
定的に関税率を無税としました。また、令和２
年度改正では、合成樹脂の原料の関税を無
税としましたが、これは電気自動車の車体軽
量化やデザイン多様化が求められている中
で高機能の合成樹脂の需要が今後拡大して
いくことを踏まえたものです。
　新型コロナウイルスや電気自動車など、そ
の時々の経済・社会情勢を十分に把握し、将
来どうなるかも見据えて関税率は設定され
ています。「関税政策を通じて未来が見える」
そんな気がしませんか。

記憶に残る業務経験
　財務省税関では、前述の法律改正のみなら
ず、幅広い業務に携わることができます。私自
身が経験した業務のうち思い出深いものを紹
介します。15か国の経済連携の枠組みである
ＲＣＥＰ協定（2022年１月発効）について、大詰め
の時期の国際交渉に参加しました。中国や韓
国、ＡＳＥＡＮなどの国と、ときには対立し、ときに
は協力しながら、大型協定の合意に向けて尽力
しました。また、東日本大震災があった年には、
貨物の通関業務を担当していました。被災地の
ために何か少しでも貢献したいとの想いを持ち
つつ、復興のために必要な物資が円滑に通関
されるよう努めました。この先も多様な業務に
携わることになると思います。皆さんも財務省
税関で記憶に残る業務を経験してみませんか。
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関税政策を通じて未来が見える

My private time My private time
　働き始めたばかりの若かりし頃は、年
末年始、ゴールデンウィークに夏休みと
長期休暇のたびに海外旅行に行っていま
した。中国・北京に赴任した際は、地方都
市も含め中国の各所を訪問する機会を得
ました。大阪税関で働いていたときは、関
西一円の寺社仏閣などを巡りました。
　最近はコロナ禍ですし、ネコも飼って
いますので、遠出はしていないのですが、
近場のちょっとした名所旧跡をよく訪ね
ています。
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関税局関税課課長補佐
（特殊関税調査室）
平成16年度入省

出井 昌孝
DEI Masataka

密輸の阻止と貿易政策の具現化
　関税局調査課で総括担当の課長補佐をし
ています。財務省には調査課と名のつく課は
各局に存在しますが、関税局調査課では、
密 輸 事 件 の 犯 人 を 追 い 詰 める犯 則 調 査

（investigation）や、適正な輸出入申告がな
されていたかを確認するため事業所などを
訪問して行う事後調査（audit）、テロや密輸
に関する情報収集・分析、外国当局との情報
交換（intelligence）に関する施策の取りま
とめ、企画・立案を行っています。密輸事件は
発生する場所や時間があらかじめ決まって
いるわけではなく、また外国当局からの連絡
も待ったなしの状態で突然舞い込んでくる
ため、臨機応変な対応が求められる機会も多
いものの、目まぐるしく過ぎゆく時間を楽し
く過ごすことができています。
　この他、関税局では、経済安全保障の確保
に向けた取組みも進めています。世界各国
が戦略物資の確保、あるいは重要技術の獲
得にしのぎを削っている中で、経済安全保障
は喫緊の課題となっており、近年の大国間の
対立からもうかがえるように、これからは自
由貿易一点張りではなく、戦略的に貿易政策
が展開される世界になっていくのではない
かと思われます。そのような中、様々な貿易
政策を水際で実際に「執行」している税関（←
EPAやWTO協定、貿易円滑化、アンチダンピ
ング、貿易管理など、本当に様々な貿易政策

を執行しています。）の役割は、今後ますます
重要になると考えられます。
 
時代に応じた変化
　時代が移り変わるのと同様、税関が担うべ
き責務も常に変化しているため、税関も組織
として変化し続けることが必要です。近年は、
越境電子商取引の広まりにより、国際物流の
スピード、量ともに飛躍的な伸びがみられ、
税関の業務量も大きく拡大しているため、最
新技術を用いたより一層の業務の効率化、
そして情報（インテリジェンス）に基づいた取
締体制の拡充を図っていく必要があり、関税
局・税関で一丸となって取り組んでいるとこ
ろです。また、前述の経済安全保障について
も、今後は、輸出面でも税関に求められる役
割が大きくなってくるため、これに応じた組
織の形を考えていかねばなりません。
　「唯一生き残ることができるのは、変化で
きる者である」と言われます。令和４年11月、
税関は150周年を迎えますが、明治開国以
来、移りゆく時代に応じ変化を続けてきたか
らこそ、これまで組織として存続できたのだ
と思います。これからも、税関が水際で日本
を支えるキープレイヤーで居続けられるよ
う、変化を恐れず、チャレンジ精神の旺盛な
皆さんに税関の門を叩いていただけること
を願います。

税関行政

移りゆく時代の中で

　最近はテレワークの浸透や技術の進展
により、職場以外でも柔軟な勤務ができ
るようになっている反面、オンオフの切り
替えが難しくなっている面もあります。こ
のため、勤務時間以外は仕事のことは忘
れ、週末はキャンプに行くなど、オンオフ
のメリハリをつけるように努めています。
また、テレワークが可能になり時間が有
効に使えるようになったため、平日は勤務
終了後にジョギング（散歩？）に出るように
もしています。初夏の夕方、都内で蛍を発
見できたのはまさにテレワークの恩恵と
いえるものでした。

関税局調査課課長補佐
平成13年度入省

臼谷 幸智
USUTANI Yukitomo

関税政策
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歴史と役割
　今から150年前の明治５年（1872年）、日
本で初めての鉄道が新橋・横浜間で開通し、
横浜の街に初めてガス燈が灯った頃、「税関」
は産声を上げました。
　知的財産を侵害する物品に対する税関の
取締りは、明治32年（1899年）に施行された
旧関税定率法において、「特許意匠商標及版
権ニ関スル帝国ノ法律ニ違反シタル物品」が
輸入禁制品として規定されたところから、そ
の歴史が始まります。税関発足から27年、大
日本帝国憲法の公布から10年、東京・大阪間
で長距離電話が開通した年のことです。それ
から120年余り、環境の変化に合わせて、取
締対象とする知的財産権を拡大するなど、制
度を拡充してきました。
　知的財産侵害物品は、社会に流布すると、
正当な経済活動の妨げになるだけでなく、消
費者の健康や安全を脅かすおそれもありま
す。税関は、このような知的財産侵害物品が
海外から流入することを防ぐために、水際で
厳格な取締りを行っており、知的財産の保護
に貢献しています。
 
変化への対応
　税関150年の歴史の中で生じた大きな変
化の一つに、コミュニケーション手段の多様
化があると思います。東京・大阪間に長距離
電話が開通した頃からみて、片手に収まるス

マートフォンでインターネットを介して世界
とつながることができるというのは、驚くべ
き変化です。
　これに呼応して、税関を取り巻く環境も大き
く変化しています。その一つがインターネット
を利用した国を跨いだ商品やサービスの売
買、いわゆる越境電子商取引の進展です。財
務省から公表しているデータをご覧いただく
と、税関で輸入を差し止めた知的財産侵害物
品の件数は、インターネット黎明期の平成７年

（1995年）には1,395件だったところ、足下の
令和３年（2021年）には28,270件となってお
り、大きく増加しています。一方、輸入差止１件
に含まれる知的財産侵害物品の点数は、平成
７年には平均して約830点だったところ、令和
３年には約30点となっており、大きく減少して
いることが分かります。これは、輸入される貨
物が小口化しているということであり、個人に
よるインターネット通販の利用拡大が主な要
因であると考えています。
　このように社会の変化に応じて税関を取り
巻く環境も変化していく中で、変化によって
生じる新しい課題を把握し、税関において効
果的・効率的な取締りを行うための手段を検
討すること、これが私たち関税局・税関の重
要な役割の一つです。

私たちの職場
　私は現在、このような税関での知的財産侵
害物品の取締りに関する施策の企画・立案を
担当しており、業務を通して、たくさんの素敵
な人たちと知り合い、たくさんの得難い経験
をしています。社会に貢献する機会と人とし
て成長する機会を与えてくれる職場だと思
います。
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知的財産侵害物品の水際取締り

My private time

My private time
　家族で合奏ができることを夢見て、子
供と一緒に（子供が望んでいるかはまだ
分かりませんが…）バイオリンの練習をし
ています。バイオリンは、スポーツや語学
のように地道なトレーニングが必要であ
り（カール・フレッシュ、クロイツェル…）、
レパートリーも多い（無伴奏、室内楽、協
奏曲…）ため、自己鍛錬をしながら楽しん
でいます。
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関税局業務課上席調査官
（知的財産調査室）
平成24年度入省

松崎 貴弘
MATSUZAKI Takahiro

効率的かつ効果的な取締りを目指して
　「旅具（りょぐ）」という言葉をご存じでしょう
か。馴染みの薄い言葉かと思いますが、「旅
行の道具又は旅先での生活に使う道具」、す
なわち「旅行者の荷物」を意味します。私は現
在、関税局監視課「旅具係」として、出入国旅
客の荷物の取締りに関する施策の企画・立案
に携わっています。
　一言に「旅客の荷物の取締りに関する施
策」といっても、その内容は多岐に渡ります。
例えば、飛行機を利用する旅客とクルーズ船
やフェリーといった船を利用する旅客に対す
る最適な取締手法は同じではありません。ま
た、規模の大きな港とそうでない港ではそれ
ぞれが抱える事情も様々です。それらの違い
を勘案しつつ、全国どこの空・海港から出入
国する旅客に対しても高いレベルの取締り
を実現するための施策を考えることは容易
ではありませんが、執行の現場を担う全国の
税関とも密接に連携・調整しながら検討して
います。
　また、検討に当たって連携・調整すべき相
手は国内の税関のみではありません。特に現
在の取締りに当たって重要な要素の一つに

「情報」があり、日本税関の外から有力な情報
を得るためには関係業界や他国の税関との
交渉や協力が不可欠です。執行の現場と最
も近い距離でその実情を把握する我々が、
外部の業界や他国との交渉などに積極的に

関与することは重要な業務の一つです。
 
旅行者の利便性向上も目指して
　取締りに関する施策というと、旅行者に
とって厳しい内容ばかりといった印象を受け
るかもしれませんが、旅行者の利便性を向上
させる側面を持つ施策も含まれます。例え
ば、近年のデジタル化やキャッシュレス化の
潮流を踏まえ、旅行者の荷物に関する税関へ
の申告方法としてスマートフォンなどを利用
した電子申告、また、関税等の支払いにス
マートフォン決済アプリを導入したことなど
が挙げられます。
　外国と日本を行き来する全ての善良な旅
行者に、よりストレスなく、迅速に税関を通過
してもらうことは「貿易の円滑化」に貢献する
ことはもちろん、税関が取締まるべき者によ
り集中できるようになることで「安全・安心な
社会の実現」にもつながるのではないかと考
えています。
 
これまでの勤務を振り返って
　財務省税関に入省以来、税関の現場や、関
税局の中でも国際交渉を主に担当する係な
どを経て現在で８つ目の職場になります。ま
だまだ日々の業務に対して難しさを感じるこ
とも多いですが、勤務年数を重ねて少しずつ
経験や知識を得たおかげか、面白みを感じる
場面も増えてきました。税関行政あるいは関

税政策と一言にいってもその中身は本当に
多岐に渡るため、専門性がありつつも飽きる
ことがない仕事だと思います。

税関行政

安全・安心な社会の実現のために

　休日は美味しいお菓子と珈琲を求めて
カフェに行くことが多いです。友人のほ
か、同じ趣味を持つ上司や同僚が近くに
いた時期は終業後に夜のカフェを梯子し
たこともありました。現在は外食が難しい
時期も多いですが、落ち着いたらまた新
たな仲間を見つけてそんな活動も再開で
きたらいいなと思っています。

関税局監視課鑑査専門官
平成27年度入省

山﨑 恭子
YAMASAKI Kyoko

税関行政
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日本政府交渉団の一員として
　私は、現在、財務省においてWTO（世界貿
易機関）交渉を担当しています。WTOでは、モ
ノの貿易だけでなくサービスの貿易や知的財
産権といった幅広い分野が扱われているた
め、外務省をはじめ多くの関係省庁が交渉に
携わっています。財務省は幅広い業務を取り
扱っていますが、WTOに特化した業務を行っ
ているのは私の係だけであり、案件に応じ、省
内で関係する部局とともにその対応について
検討を行い、交渉に参加しています。
　WTOでは、2021年11月末スイス・ジュ
ネーブにおいて、加盟国の貿易担当大臣ら
が集まる閣僚会議の開催が予定されていま
した。しかし、会議の開催を翌週に控えた日
本時間の土曜日になって、新型コロナウイル
ス変異種の感染拡大に伴うスイス国内の規
制強化により、閣僚会議が延期されてしまい
ました。それまでは、閣僚会議における閣僚
宣言などの合意文書作成のため、関係省庁
とともにその対応について夜遅くまで協議
を続けていました。
　近年、WTOは機能不全に陥っているとの
指摘もありますが、WTO加盟国の有志国に
よって新たな時代の要請に対応する貿易
ルールの策定を目指した交渉なども進めら
れており、財務省関税局・税関もこの交渉の
一端を担っています。

幅広い視野と専門性を武器に
　四方を海に囲まれた日本では、海外から
やってくるモノは税関を通って日本国内に流
通していきます。交渉を経て条約が発効する
と、条約の規定が適用された物品が実際に
日本に入ってくることになり、税関において
必要な検査・審査を行うため、我々は、交渉段
階から通関において問題が起きないよう、協
定発効後の運用を見据えて交渉に参加して
います。そのため、貿易の最前線を担う税関
のエキスパートとして、交渉の合意事項がき
ちんと履行できるのか、実際の現場である税
関で問題が起きないかという点を一つ一つ
検討した上で交渉に臨んでいます。
　関税局・税関を取り巻く環境は刻々と変化
しており、過去の踏襲だけでは世界の流れに
取り残されるおそれもあります。財務省税関
で採用されると、関税政策の企画立案を担う
関税局だけではなく、税関の現場、他省庁へ
の出向、海外勤務など幅広い経験を積むこと
ができます。税関分野の専門性を有しつつ
も、幅広い視野を持ち、世の中の動きにアン
テナを張りながら、税関の３つの使命を胸に、

「守るべきものは守る」、「必要な場合には変
化に対応する」という柔軟性とバランス感覚
をもって業務に取り組むことができるのが、
関税局・税関の魅力ではないでしょうか。
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各国の思惑が交錯する国際交渉の最前線で

My private time
　週末、天気の良い日には外に出かけ、
仕事から離れて気分転換するようにして
います。馴染みの喫茶店でモーニングを
頼み、コーヒーを飲みながらその後の予
定を考えることが週末のルーティーンと
なっています。最近、中学生の時以来とな
る自転車を手に入れたことで自宅周辺で
の行動範囲も広くなり、ネットで近くの美
味しそうな店を検索してはその店を訪れ
たり、サウナに行ってみたり（サ活）、リラッ
クスして過ごすようにしています。
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関税局第一参事官室
（国際交渉担当）
世界貿易機関専門官
平成16年度入省

河村 健太郎
KAWAMURA Kentaro

世界標準の策定、実施支援
　税関の世界では、国際的な機関として、世界
税関機構（WCO : World Customs Organi-
zation）があり、180を超える国・地域が参加
し、民間企業が安心・円滑に貿易を行えるよう、
手続きや所要時間の透明性、予見可能性を高
め、なるべくシンプルにするための世界的な標
準化、統一化に向けた協議や、不正薬物やテロ
対策のための効果的な取締手法についての議
論などが行われています。例えば、通関時では
なく後から税目的のチェックを輸入者に行う事
後調査、輸入したい貨物の品目分類や関税評
価について、民間企業が税関に確認する事前
教示制度などは、WCOの場で議論・策定され
た「改正京都規約」という条約に定められてい
ます。また、9.11（アメリカ同時多発テロ）を踏
まえ、テロ対策を目的として、貨物の情報を、船
や航空機が出発する前に、船会社などが到着
国の税関に連絡する仕組みができました。これ
も「SAFE基準の枠組み」というWCOのガイド
ラインに基づくものです。貿易円滑化やテロ対
策など時代の要請を踏まえながら、貿易・経済
の発展の基礎となるこうした世界標準の策定

を、関税局・税関はリードしています。また、世
界標準を策定しても、それが各国において実
施されなければ意味がありません。途上国は、
実施にあたり困難に直面することが多いため、
関税局・税関においては、WCOと協力しつつ、
その実施支援に取り組んでいます。
　
変化する世の中への対応
　世界は常に変化を続けています。最近で言
えば、ネットショッピングの増加、それによる小
口貨物の申告の急増に、税関はどう対処すれ
ば良いかという課題を突き付けられていま
す。そうした時代の最前線に立って、各国の専
門家、民間の実務家、他の国際機関の代表と
知恵を出し合いながら、ウィンウィンで最適な
解を探っていく作業は、大きな責任を感じつ
つも、常に新鮮でクリエイティブな楽しさを与
えてくれます。こうした専門的な議論には、税
関現場の感覚も不可欠ですが、関税局は現場
との距離が近く、税関の現場での職務にも従
事することができます。自分のキャリアにおい
ても、財務本省での政策立案、税関現場職務、
海外留学・勤務とバランス良く経験してきまし

た。柔軟な発想、専門的知識をフル活用して、
世界の議論を自らリードしていきたい方は一
度、関税局・税関の門を叩いてみてはいかが
でしょう。

国際協力

時代の要請に応え、世界標準をリードする

My private time
　オンオフの切替、プライベートの充実
は、仕事のモティベーション、効率化に
とっても重要です。週末に子供と遊ぶの
はもちろんですが、オフ時間は、パンクや
ハードコアといった音楽を聴く、ライブに
行くなんてこともあります。また、適度な
運動も必要です。私の場合はバスケで汗
を流しています。最近は子供も大きくなっ
て一緒にプレイできるようになりました。

関税局第二参事官室
（国際協力担当）課長補佐
平成17年度入省

小田 真史
ODA Shinji

国際交渉

柔軟な働き方
　かつてはWCO事務局があるブリュッセルにて対面の会議が行われていましたが、今はオ
ンラインに切替わっています。出張による移動時間は無くなりましたが、時差の問題があり、
日本の夜の時間帯に会議があるのが通例です。その分、勤務時間はかなり柔軟に設定でき
ますので、会議日は、午後からリモートで自宅から勤務開始ということもよくあります。
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監視部のお仕事
　監視部は一言で言うと、税関の中で、覚醒剤・
大麻などの不正薬物や、爆発物・銃器などのテ
ロ関連物品等の密輸を取り締まる、最前線で活
躍する部署です。そのために、コンテナをトレー
ラーごと検査する大型X線検査装置や不正薬
物・爆発物探知装置などの最新の機器、十分に
訓練を受けた爆発物・麻薬探知犬などを配備
し、日々、外国と日本を往来する船舶や航空機、
旅客やクルーの携帯品、国際貿易貨物の検査
等の取締りを行っています。また、税関には監
視艇が配備されており、空港や海岸線の取締り
だけではなく、海上からの不審船の取締りや、
公海上で不正薬物等を受取り日本に持込もう
とする密輸形態、“洋上取引”に対しても、海上
保安庁等関係機関と連携し、洋上取引の疑い
のある不審船の追尾等も行っています。これら
の取組みにより、全国税関での押収量は平成
28年から令和３年まで６年連続で１トンを超え
ています。税関と言えば、一般の方々には海外
旅行からの帰国の際の税関検査ぐらいでしか
お目にかかる機会がありませんが、安全・安心
な社会の実現のために、職員一同、日夜職務に
励んでおり、その姿を見るにつけ、誇らしく思っ
ています。

相反する期待を受けて
　税関が担っている関的機能には大きな期待
が寄せられていますが、他方、税関には経済活

動の活性化への寄与も期待されているところ
です。つまり、関的機能を強化すると物流を阻
害することとなりかねず、物流を最優先にする
と関的機能が弱体化しかねない、という相反す
る二つの期待への対応が、税関に求められてい
ます。そのためには、ＡＩや最新の技術を用いた
検査機器の導入に加え、事務の見直しにより効
率化を図り、リスクの低い貨物等は検査省略す
るなど、効率的・効果的業務運営を行っていく
必要があります。最近の具体例としては、空港
に導入された、ＩT技術を用いた電子申告ゲート
があります。これは、予めスマートフォンで税関
申告用アプリをダウンロードしておき、入国の
際に事前にアプリで税関に申告し、問題がなけ
れば税関検査を受けることなく電子申告ゲート
から入国でき、検査が必要であれば税関ゲート
に赴くように案内するもので、税関職員が全旅
客に対面する必要がなくなり、リスクの高い者
にマンパワーを集中できるものです。残念なが
ら、新型コロナウイルス感染症の影響で入国者
が制限されるなどにより、まだ普及には至って
いませんが、コロナ禍が落着けば効率化への
貢献が期待されます。

喜びを仲間とともに分かち合う
　税関の業務は財務省の中では特殊かもしれ
ません。ですが、一般事務に比べ、取り組んだ
結果が目に見えて現れる仕事でもあります。総
合職で採用されると、施策の企画立案能力や

組織運営能力が強く求められる反面、現場業務
に直接携わる機会は限られるものと思います
が、自分が立てた施策や方針が実行に移され、
思い描いたとおりの結果を生み出した時、それ
も、摘発などの形をもって明らかとなったとき
の達成感や部下職員の皆と分かち合う喜びは
格別です。ぜひとも財務省税関を生涯の職場
として志していただき、仲間と喜びを共にして
いただきたいと思います。

最前線で戦う密輸阻止のプロ集団!!業
務
紹
介

　税
関

業
務
紹
介

　税
関

税関は、水際の最前線での法執行を通じ、税関の三つの使命を実現しています。
現場を指揮監督する部長から、各部の所掌やそれぞれの税関が取組んでいる課題についてご紹介します。

神戸税関大阪税関

沖縄地区税関

名古屋税関

横浜税関東京税関函館税関

長崎税関

税関出張所

税関監視署

税関空港

106

9

32

税関

税関支署

開港

9

68

119
門司税関

税関研修所関税中央分析所財務省

（単位：ヵ所）

沖縄地区税関

函館税関

財務省

東京税関
横浜税関

名古屋税関
神戸税関

大阪税関
門司税関

長崎税関

税関研修所
関税中央分析所

９税関  10,074人　
※令和4年度定員

税関事務の総合調整、税関についての広報及び広聴

船舶・航空機・輸出入貨物の取締り、旅客・乗組員の携帯品
等の取締り・検査及び徴税、保税地域等の許可又は承認及
び取締り

総務部

監視部

輸出入貨物に係る審査・許可及び承認、輸入貨物に係る関税
等の税率の適用・確定及び徴税、輸出入貨物の分析、国際郵
便物の検査及び徴税

業務部

輸出入された貨物に関する調査、犯則事件の調査及び処分、
情報の管理及び分析、外国貿易統計の作成

調査部

税関

横浜税関監視部長
昭和61年度入省

辻　重隆
TSUJI Shigetaka

監視部

最前線で戦う密輸阻止のプロ集団!!
監視部　辻 重隆

P.14

縁の下の専門家集団
調査部　佐藤 英雄

P.16

税関の根幹をなす業務
業務部　石田 晶久

P.15



業務紹介 税関

15 16財務省 税関 | 総合職入省案内 2022 JAPAN CUSTOMS 2022

スペシャリストの調査部
　調査部は、税関で摘発された密輸事件を調
査し嫌疑者を検察官に告発する審理部門、輸
入者を訪問し保存されている帳簿を精査する
などして、過去の輸入申告に誤りがあれば修
正させ不足分の税金を納めさせる事後調査
部門、税関の保有する情報を一元管理する情
報管理室、貿易統計を分析・公表する調査統
計課、そして、調査部全体の総括・管理業務を
行う管理課で構成されています。調査部は、こ
れらの業務を通して、現場の第一線で審査・検
査を行う監視部や業務部の職員を縁の下で
支えています。
　また、これらの業務は高度な知識と豊富な
経験を必要とするため、警視庁や東京国税局
等との人事交流や各種研修などスペシャリス
トの育成に力を入れています。調査部では、こ
れら人事交流や研修、あるいは業務を通して
知識・経験を積んだ職員がスペシャリストとし
て活躍しています。

社会・経済のデジタル化への対応
　社会・経済のデジタル化の進展により私た
ちの生活が便利になる一方、追跡が難しい
ダークウェブでの不正薬物の取引やブロック
チェーンによる不正資金の送金、通話履歴が
一定時間後に自動的に消去される技術など、
密輸事件の解明を難しくする技術が登場して
きています。これらに対して、サイバーパト

ロール、パソコンやスマートフォン等のデータ
を復元・解析して証拠化するデジタル・フォレ
ンジック技術などを駆使して対応しています。
　このほか、輸出入手続きのデジタル化にみ
られるように、税関分野のデジタル化はかなり
進んでいます。最近では、輸入者が輸入申告
書類を電子データ化して保存することを容易
にする法改正が行われ、ますます利便性が増
しています。事後調査部門としては、紙ベース
の帳簿書類の精査を中心とした従来の手法に
とらわれることなく、電子帳簿を的確に精査す
る手法の研究など、新しい発想で対応するこ
とが求められています。

与えられた機会を楽しむ
　税関総合職は様々な業務が経験できます。
私自身、関税局の他、国際局、他省庁では、金
融庁や環境省、在香港総領事館に勤務したこ
とがあります。また、税関では、北は北海道か
ら南は九州まで（残念ながら沖縄勤務経験は
ありません）、全国各地の税関で仕事をし、貴
重な経験をさせていただきました。好奇心の
旺盛な皆さん、チャレンジ精神の旺盛な皆さ
ん、是非、税関の扉を叩いてみてください。

縁の下の専門家集団業
務
紹
介

　税
関

業
務
紹
介

　税
関

東京税関調査部長
昭和63年度入省

佐藤 英雄
SATO Hideo

調査部

業務紹介　税関

　税関には「税」と「関」の部分がありますが、業務部
の仕事はその両方に関わっており、税関の３つの使命
のすべてに直結する税関の根幹をなす業務です。
　一般に貨物を輸出入しようとする際は、税関に申告
して許可を得なければなりません。海外から帰国す
る際、税関職員から「税関に何か申告することはあり
ませんか」と聞かれたことがあるかと思います。これ
は監視部の業務ですが、個人、法人にかかわらず、飛
行機や船に積み込んで貨物（商品）を輸出・輸入する
場合には税関に申告して許可を得る必要があり、そ
の審査、検査を行うのが業務部です。
　それでは、なぜ申告しなければならないのでしょうか？
　まずは「税」の徴収の問題です。税関では国税収入
の約14％超を徴収しています。そのため、税額等の
正しい申告がなされているか否かを確認していま
す。税関の３つの使命で言えば「適正かつ公平な関税
等の徴収」にあたります。
　「関」の部分はどうでしょう。
　輸出については、軍事転用、核開発に利用され得る
物品、プラスチックごみ等の廃棄物、盗難自動車等の
不正輸出を防ぐために審査・貨物確認を行っています。
　輸入については、不正薬物や銃器等の社会悪物
品、テロ関連物品、偽ブランド品（知的財産侵害物
品）、ワシントン条約該当物品等を輸入させないため
に審査等を行っています。税関の使命では「安全・安
心な社会の実現」にあたります。
　
業務部の構成
　業務部は現場となる「通関部門」、通関部門をバッ
クアップする「専門部門」により構成されています。
　名古屋港は全国有数の貿易港であり、特に輸出に
ついては令和２年まで９年連続貿易額１位、輸入につ

いても４位となっています。その輸出入に係る申告を
２つの出張所と業務部の通関部門で担当しています。
　専門部門では、税に係る部門として、「関税鑑査官部
門」「関税評価部門」「原産地部門」「減免税部門」「収納
部門」等、関に係る部門として「不正輸出を防ぐための
部門」「知的財産調査官部門」等があります。それ以外
にも「AEO部門」「通関業監督官」「税関相談官室」「分析
部門」、さらに、全体をフォローする管理課があります。
　専門部門では輸出入事業者の皆様への制度の説
明や相談にも対応し、一部は現場にも赴いています。
　
時代の変化、国際物流の変化、地域の特
性、新型コロナウイルスにも対応する業務
　名古屋税関業務部でどのようなことをしている
のかお話しします。
　税関は、時代や国際物流の変化等に対応していま
す。業務部に関わる最近のニュースとしてはRCEP
協定の発効が挙げられるでしょう。日本の主要な貿
易相手国である中国、韓国との初めてのEPAであ
り、自動車部品等の輸出に資すると報道されていま
す。そこで、原産地部門では、RCEP協定を地元企業
の皆様に利用していただくために名古屋税関での
主要な輸出入品目について、ケーススタディ形式で
原産地ルールの説明会を開催するなどしています。
　また、増大する輸出入申告件数に対応するため、
コンプライアンス等の優れた輸出入者等には「適正
な税関手続と貨物管理を行う者として、簡易化・迅
速化した税関手続を提供するAEO制度」の拡充に
も力を入れています。AEO制度は、国際物流の一
層の円滑化とセキュリティ確保の両立に貢献するた
め、本制度を利用していただき、地域の活性化につ
ながるよう、中部地区の貿易企業に働きかけている

ところです。本制度の拡大は、税関の使命の一つ
「貿易円滑化の推進」等にあたります。
　新型コロナウイルス感染症については、税関だけで
はなく港、空港の関係者全員が、「物流を止めない」とい
う合言葉を胸に仕事にあたっており、事前に業務継続
計画を立て、自宅待機となる職員等がいる中で仕事を
続けていける体制を構築し、外部業務についてもWeb
システムを利用した相談等を行っているところです。
 
業務部のやりがい
　業務部のやりがいは、やはり、貿易関係者と共に
国際物流に関する業務を行いながら、その地域の
貿易の活性化、地域の安心・安全等に貢献できるこ
とでしょう。私もコロナ禍の合間を縫って多くの会
社を訪問し、現場にもお邪魔しています。一方、貿易
関係者との関係においては税関の視点だけではな
く、相手方の目線も持った対応、行政サービスを
行っていかなければなりません。
　部長としては、日々、部内の状況、関係する貿易関
係者の状況等を含めて、業務の判断を行っていく必
要があります。
　皆さんが、私たちとともに、地域の貿易の活性
化、地域の安心・安全等に貢献しているとの実感を
持って業務をされる日をお待ちしています。

税関の根幹をなす業務

名古屋税関業務部長
平成元年度入省

石田 晶久
ISHIDA Akihisa

業務部
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税関総合職は、関税局・税関を中心に様々な部局を経験し、
キャリアアップしていきます。
それぞれの職員がどのような役割を担って
仕事をしているのか、どのような経験をしたのかを
ご紹介します。

本省係員級
1～2年目

財務省関税局にて
関税政策・税関行政
の基礎的な業務に

従事します。

幅広い経験ができる職場
　関税局で約2年間勤務し
たのち、門司税関へ出向し
ました。
　関税局では会議の準備、
通達改正や国会関係業務
など幅広い仕事を経験し、
本省における政策形成に携
わりました。ニュースで取り
上げられているようなこと

が仕事に直結することも多く、仕事のスケール
の大きさに驚くとともに、無事に案件が終了し
た時は大きな達成感を得ました。
　門司税関に出向してから半年間は、通関部門
で勤務しました。輸出入申告の書類を審査した
うえで、実際に貨物を開け、申告と異なる物品
や不正薬物等の社会悪物品、知的財産侵害物
品（いわゆるコピー商品）が入っていないか確
認する業務は、現場の最前線で直接「税関の３
つの使命」の達成に貢献できるので、これまで
とはまた違うやりがいがありました。さらに、現
場を経験することで、自分が関税局で行ってい
た仕事の意義を再確認するとともに、政策を執
行する側の苦労なども感じることができ、新た

な学びもありました。このように政策立案と執
行の両方を経験できる点は、まさに税関総合職
の醍醐味だと思います。
　現在私は同税関の事後調査部門で勤務して
います。総合職で採用されると異動の頻度が高
く、少し大変ではありますが、その分新たな知識
や経験が得られるので飽きることはありません。
また、事後調査部門の仕事にも関税局や通関部
門での仕事と繋がる部分があるので、これまで
に得た知識を活用することもできています。
　少しでも税関に興味がありましたら、ぜひ説
明会に足を運んでみてください！ 

国際物流を支える裏方として
　私が現職で携わった大き
な仕事の一つが、不当廉売
関税の課税期間を延長する
ための政令改正の起案で
す。不当廉売関税とは、特殊
関税と呼ばれる関税の一種
です。正常価格よりも低い
輸出価格で販売された貨物
が輸入されることで、日本

の産業に損害が生じるなど特別な事情がある
場合に、通常の関税に加えて不当廉売関税を
課すことで、国内産業を保護・救済することを目
的としています。延長前の不当廉売関税の課
税期間は法令に基づいて厳格に定められてお
り、それを過ぎると延長ができなくなるため、課
税期間内に政令を改正して空白期間を作らな
いようにすることが何より重要でした。起案に
あたっては、閣議日程などに気を配りながら、財
務省内（大臣官房、主計局）や関係省庁（内閣法
制局、経済産業省、外務省）と密に連絡を取り合
うことで、閣議決定を経て、無事改正を実現で
きました。自分の携わったものが行政府の意思
決定としての効力を有し、国際物流の現場に影
響を与えていることに大きなやりがいを感じる
とともに、身の引き締まる思いがします。

　難しい業務もありますが、関税課係員として
常に何が出来るのかを考え、積極的に業務に取
り組むことを心掛けています。若手ながら責任
ある仕事に携われることに感謝し、ここで得た
知識や経験を今後の業務に反映させていきた
いです。
　税関総合職では、関税局勤務に加えて税関
の現場や海外勤務など、幅広い知識や経験を
得られる機会がたくさんあります。先輩方も
様々な背景をお持ちで、多様な視点から学ぶこ
とばかりです。熱意ある皆さんと共に働けるこ
とを心待ちにしています。

〈 略歴 〉
令和 2年 4月 東京税関総務部人事課採用
令和 2年 4月 関税局調査課総括係
令和 3年 7月 関税局関税課企画第一係
 （現在に至る）

〈 略歴 〉
平成 31年 4月 東京税関総務部人事課採用
平成 31年 4月 関税局調査課総括係
令和   2年 7月 関税局総務課企画係
令和   3年 7月 門司税関博多税関支署統括審査官
 （通関第２部門担当）付審査官
令和   4年 1月 門司税関調査部統括調査官
 （調査第２部門担当）付調査官
 （現在に至る）

憧れの国際業務と広がる興味
　私は現在、第二参事官室
でASEANなどへの関税技
術協力を担当しています。
関税技術協力とは、政府開
発援助の一環として、開発
途上国の税関職員への研
修などを通して、専門知識
や技術を伝え、税関の近代
化を支援する取組みです。

開発途上国の税関が近代化し、税関手続が簡
便化、迅速化されることは、その国に進出して
いる日本の企業やその国と貿易を行っている
日本の企業にとって大きなメリットとなること
から、関税技術協力は開発途上国にはもちろ
ん、日本にとっても大変有益な取組みであると
いえます。
　私が所属する係では、主にASEANに対する
研修の企画や調整を行っています。研修を企画
する際には、ASEAN側の担当者と会合を行い、
ASEAN諸国の税関を取り巻く現状や研修の
ニーズを聴取します。日本税関が抱えている課
題と同じような課題もあれば、日本とは少し異
なる視点からの課題や研修の要望を提示され

ることもあり、多様な価値観、考え方を持つ
人々と一緒に仕事をする国際業務の醍醐味を
感じながら、日々職務に励んでいます。
　大学で外国語を専攻していたこともあり、国
際業務への憧れを持って財務省税関に入省し
ましたが、現在の仕事は、入省時に想像してい
たよりもずっと面白く、やりがいがあります。ま
た、国内の税関行政を所掌する部署や税関の
現場で勤務した経験から、国内の税関行政に関
する仕事への関心も年々高まっており、関税
局・税関は、幅広い仕事を持つ、魅力的な職場
だと改めて感じています。

〈 略歴 〉
平成 29年 4月 東京税関総務部人事課採用
平成 29年 4月 関税局関税課経済連携室経済連携第一係
平成 30年 7月 関税局業務課通関係
令和   1年 7月 東京税関業務部統括審査官
 （特別通関第２部門担当）付審査官
令和   2年 1月 東京税関調査部統括調査官
 （調査第４部門担当）付調査官
令和   2年 7月 東京税関羽田税関支署統括監視官
 （旅具通関部門担当）付監視官
令和  2年10月 東京税関調査部統括審理官
 （情報第２部門担当）付審理官
令和   3年 7月 関税局関税課（参事官室（国際協力担当））
 国際調整係長
 （現在に至る）

※キャリアパスは代表的なものであって、
　人事の方針によって今後変更の可能性があります。

関税局関税課企画第一係
令和2年度入省

長尾　周
NAGAO Amane

関税局第二参事官室
（国際協力担当）国際調整係長
平成29年度入省

松田 侑子
MATSUDA Yuko

門司税関調査部統括調査官
（調査第２部門担当）付調査官
平成31年度入省

内田　暉
UCHIDA Hikari 

税関係長級

本省係長本省係員

本省課長級
税関部長級 税 関 長本省企画官・室長級

税関次長級
本省課長補佐級

税関課長級
本省係長級
税関係長級本省係員級

税関係長級
3～4年目

税関に出向し税関
の実務について
経験を積みます。

留 学
海外・国内への
大学院等に留学
し、国際的視野を

養います。

本省企画官・室長級
税関次長級

重要事項の企画立案
に携わります。税関

では幹部として、今ま
での経験を基に、各
部の課題解決に取り

組みます。

本省係長級
5年目～

現場の経験も活か
しつつ、企画立案業

務に携わります。

本省課長補佐級
税関課長級

企画立案業務にお
いて中心的な役割
を担います。税関で
は、現場の管理者と
して勤務します。

本省課長級
税関部長級

各部局の責任者とし
て、関税政策・税関
行政の企画立案お
よび業務執行を指

揮します。

税関長
税関の最高責任者
として、より効果的・
効率的な税関行政
が実現できるよう、

税関全体のマネジメ
ントを行います。
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十年後の君へ
　香港の日本国総領事館
にて３年間領事として勤務
した後、現在は関税局国際
交渉担当参事官室の課長
補佐として、米国・カナダ・豪
州・ニュージーランドとの税
関協力や政府間交渉に、関
税制度を所掌する財務省の
一員として従事しています。

　総領事館では米中の対立が激化する中、大
規模な抗議活動、国家安全法施行など激動の
香港から中国をウォッチし、その巨大さを肌で
感じました。現在のポジションでは異動前と真
逆の視点から、基本的価値や戦略的利益を共
有する同盟国である米国との交渉窓口として、
複雑な国際関係の中で、地理的にも経済的に
も米中の狭間に置かれた日本が生きていくた
めに、税関分野でどのような関係強化・連携が
できるのかを模索しています。
　課長補佐は、小さいながらも一つのユニット
の長として、係長及び係員と協力して、政策の
原案作成、それを実現するための調整・説明を
主体的に行う必要があります。自分の意向を反

映できる幅が増える分、責任も大きくなりま
す。入省から10年余が経過する中、執行や法制
度に関する仕事を通じて得た知識と、税関の現
場、留学、他省庁や在外公館への出向を通じて
得た経験をフル活用して、目の前の問題に取り
組んでいます。
　これから10年後の未来は分かりませんが、少
なくとも密輸取締りなどの国境管理としての税
関の必要性や徴収機関としての税関の役割は
10年後も変わらず存在しているでしょう。10年
後、日本税関を背負っていくだろう皆さんと一
緒に働けることを心より楽しみにしています。

試験勉強ではなく、政策研究に心を燃やす
　勉強のモチベーションは
何ですか？大学生時代の私
にとっては、主に単位と公
務員試験でした（後悔して
います）。もちろん、今は全
く違います。
　私は現在、10か国の税関
から集まった10名のクラス
メイトとともに、六本木に

ある政策研究大学院大学において、経済学や
税関の政策論を学んでいます。
　10人の留学生と過ごす日々は刺激的です。
同じ税関でも、経済構造、政治情勢、陸上国境
があるかなどの様々な要因で、業務内容や職
員の価値観は全く異なります。多様な価値観
にふれることは、自分の視野を広げる貴重な
機会であり、今後の業務に活かしたいと考えて
います。
　講義や研究にあたっては、これまでの勤務
で得た経験・問題意識を軸として持つことで、
質が格段に高まっていると感じています。「こ
の経済理論を税関に当てはめると、どう言い
換えることができるか？」「今学んだＷＴＯの構
造は、日本の税関行政にどのような影響をも

たらすのか？」など、常に自分の経験や問題意
識と照らし合わせて、自分の文脈で主体的に
考えることで、学びが深まります。日本の税関
行政に少しでも役に立つ知識、視座を得ると
いう明確な目標を強く持つことで、モチベー
ションを高く維持しています。
　また、東京で留学できるため、育児と両立し
やすいことにも感謝しています。
　関税局・税関では、業務をしながら学ぶ機
会と、留学という形で学ぶことに集中する機会
の両方があります。知的好奇心が刺激される
毎日を過ごしてみませんか。

〈 略歴 〉
平成 27年 4月 東京税関総務部人事課採用
平成 27年 4月 関税局関税課経済連携第一係
平成 28年 7月 関税局調査課情報係
平成 29年 7月 横浜税関業務部統括審査官
 （特別通関第１部門担当）付審査官
平成 30年 1月 横浜税関調査部統括調査官
 （調査第１４部門担当）付調査官
平成 30年 7月 個人情報保護委員会事務局総務課企画第二係長　　　　　　　　　
令和   2年 1月 横浜税関川崎外郵出張所統括審査官
 （通関第４部門担当）付審査官
令和   3年 7月 東京税関業務部総括知的財産調査官付調査官
 兼　業務部総括原産地調査官付
令和   3年 8月 留学(政策研究大学院大学)
 （現在に至る）

「政策」と「執行」の渡し役として
　現在私は、大阪港に面す
る大阪税関業務部通関総
括第２部門の統括審査官と
して輸出通関実務を担当し
ています。具体的には、輸出
に関連する、事業者や各署
所での困難事例の相談へ
の対応や、他機関、関税局と
の調整を担っています。

　税関業務の根拠となる法令や関税局で作ら
れるルールは、基本的な考え方や大枠を定め
ていますが、現場の数多ある個別のケースに
一律に適用できるものばかりではありません。
現場経験の浅い私は、実務のベテランの方々
に（時には他の税関の方にも）知見を頂きなが
ら、法令等に根差す根拠と、柔軟性のある筋の
通った解を日々積み上げんとしています。「運
用（執行）」を作っていく作業は関税局での仕事
の先にある世界を作る感覚があり、面白く感じ
ています。
　関税局では情勢やマクロの数字、そして税
関からの意見を聞きながら政策に取り組み、現
在の仕事では、自税関の個々の数字や個別事
例を見ながら課題をいち早く捉え、必要に応じ
て関税局とも調整しながら対策を講じていく。

アプローチは違いますが、いずれにおいても、
「政策」と「執行」の渡し役という役割が求めら
れ、そこに自分の価値が問われます。ヒトやモノ
の移動のボーダーレス化が進むなか、水際で

「税」と「関」の機能を担う税関を取り巻く環境は
日夜変化しています。コロナ禍は現場で働く職
員の安全管理と業務遂行の両立という点にも
課題を投げかけました。目の前のことだけに捕
らわれない広い視野と高いアンテナ、そして実
態をつぶさに見る力を磨きながら、飽きの来な
いこの職場で働いてみませんか。

政策研究大学院大学（留学中）
平成27年度入省

西村 理紗
NISHIMURA Risa

カリフォルニア大学（留学中）
平成28年度入省

柳澤 直樹
YANAGISAWA Naoki

あらためて行政官として
　入省して６年近くが経ち、
今後は政策の企画立案の
中心を担っていく立場にな
ることや、学生時代の専攻
が理系（ 薬学 ）であったこ
とから、あらためて行政官
としての必要なことを学び、
税関行政について研究した
いと考え、米国にて公共政

策学を学んでいます。
　現在は２年あるコースのうち１年目で、政策
立案の技法やデータ分析の方法などを基礎か
ら学んでいるところです。例えば、実際の課題
が示され、データの収集や改善策の提案、そ
の効果の分析といった政策立案の基本的な流
れを自ら考え、また、米国の実際の統計デー
タをもとに、課題の現状とその原因について
ツールを活用して分析するなど、実践的に学ん
でいます。これらの授業は主にグループワーク
を通して行われ、グループ内でディスカッション
をしたり、全員の前でプレゼンをしたりと学生
間や教授陣との意見交換も盛んに行われます。

様々なバックグラウンドを持つ彼らとの議論は
大きな刺激であり、多角的な視点を養う成長
の糧となっています。
　まずは基礎をしっかりと学び、今後はより専
門的な研究に従事したいと考えています。また、
留学後も学んだことを活かし、よりよい税関行
政を行えるよう努めていきたいと思います。
　また、学校での勉強はもちろんのこと、オ
フの日も極力出かけるようにしています。様々
なことに触れ、行政官として多様な国際感覚
も身に着けていきたいと考えています。

〈 略歴 〉
平成 28年 4月 東京税関総務部人事課採用
平成 28年 4月 関税局関税課（原産地規則室）原産地規則第一係
平成 29年 7月 関税局調査課情報係
平成 30年 7月 横浜税関川崎外郵出張所統括審査官
 （通関第４部門担当）付審査官
平成30年10月 横浜税関調査部統括審理官
 （検察第２部門担当）付審理官
令和   1年 7月 横浜税関調査部統括調査官
 （調査第６部門担当）付調査官
令和   2年 1月 関税局関税課経済連携室経済連携第一係長
令和   2年 7月 関税局管理課調査官
令和   3年 9月 留学（米・カリフォルニア大学）
 （現在に至る）

〈 略歴 〉
平成 21年 4月 東京税関総務部人事課採用
平成 21年 4月 関税局関税課（参事官室（国際機構担当））
 貿易機関第二係
平成 22年 7月 関税局総務課企画係
平成 23年 7月 東京税関羽田税関支署統括監視官
 （旅具通関部門担当）付監視官
平成 24年 7月 内閣府沖縄振興局総務課事業振興室
 大学院大学第一係長
平成 26年 7月 留学（英・エセックス大学）
平成 27年 7月 関税局監視課総括係長
平成 29年 7月 関税局関税課調査係長
平成 30年 6月 外務省在香港日本国総領事館領事
令和   3年 7月 関税局関税課（参事官室（国際交渉担当））課長補佐
 （現在に至る）

〈 略歴 〉
平成 19年 4月 東京税関総務部人事課採用
平成 22年 7月 関税局監視課調査官
平成 23年 7月 関税局関税課（参事官室（国際調査担当））
 貿易機関第一係長
平成 24年 7月 関税局関税課特殊関税調査室特殊関税第一係長
平成 25年 6月 留学（米・タフツ大学）
平成 27年 7月 関税局業務課総括係長
平成 28年 7月 外務省在アメリカ合衆国日本国大使館書記官
令和   1年 7月 関税局監視課課長補佐
令和   2年 7月 大阪税関関西空港税関支署統括監視官
 （旅具通関部門担当）
令和   3年 7月 大阪税関業務部統括審査官
 （通関総括第２部門担当）
 （現在に至る）

大阪税関業務部統括審査官
（通関総括第２部門担当）
平成19年度入省

河原　舞
KAWAHARA Mai 

関税局第一参事官室
（国際交渉担当）課長補佐
平成21年度入省

須藤 大地
SUDO Daichi

国内留学

海外留学 本省補佐

税関課長

本省課長級
税関部長級 税 関 長本省企画官・室長級

税関次長級
本省課長補佐級

税関課長級
本省係長級
税関係長級本省係員級 本省課長級

税関部長級 税 関 長本省企画官・室長級
税関次長級

本省課長補佐級
税関課長級

本省係長級
税関係長級本省係員級



国際社会との良好な関係構築
関税局国際協力専門官
　途上国支援策の一環として、関税局・税関では、
日本の経験を途上国税関職員に移転、その能力構
築を支援する技術協力を行っています。技術協力
は資金提供と違い人間の繋がりがカギとなるた
め、個人レベル・国レベルの良好な関係構築に大き
な効果があります。私自身も、技術協力政策の協
議のため、また、短期専門家として実際に支援を行
うため、ASEAN各国、ケニア・ウガンダ・ナイジェリ
アなど多くの国を訪れ現地税関職員と接する機会
を得ました。日本の技術協力は、その高い品質に
加え、支援に真摯に向き合う日本人の姿勢により
受入国から高く評価されています。国際会議など
で各国税関幹部から「若い時に日本税関の技術協
力を受けた。日本には大きな感謝・信頼を感じてい
る」という言葉を良く聞きます。日本の今の地位は
先輩方の努力の上に立っているもの、今自分がし
ている仕事は、将来の国際社会の日本への好意・
信頼の礎になっているのだと強く実感しました。

外交の表舞台への参加
外務省G20大阪サミット事務局次長
　これまで私は外務省に4回出向しており、アジア
経済情勢、フィリピン大使館、日米安保条約を担当
し、2019年にG20大阪サミット事務局広報担当次
長を拝命しました。G20サミットには議長の安倍総
理（当時）を始め30か国以上の首脳が出席、また財
務大臣会合など日本中で８回の各種大臣会合を開
催するという、まさに日本外交最高峰のイベントで
した。日本の国際社会への貢献をアピールするま
たとない機会であり、首相官邸、関係省庁、大阪府・

市、東京五輪委員会、日本郵便、政府観光局、各国
在京大使館などと協力し、大掛かりな広報戦略を
展開しました。HP、国内外マスコミ、SNS、グッズ作
成、関連イベント開催など、あらゆる方面から持ち
うる手段を総動員して日本について情報発信す
る、まさに外交の醍醐味を感じられたあっという間
の一年間でした。大阪市でのサミットが無事終了
し、各国首脳が旅立ったのを見届けたときの達成
感は何物にも代えられない大きなものだったこと
をはっきり覚えています。その成果は各国でも歓
迎をもって大きく報道され、国際社会の中で輝く
日本の姿が世界各国で多くの人々にしっかりと認
識されたものと思います。

将来の日本の繁栄のために
関税局経済連携室長
　現在、私は経済連携室長を務めています。経済
連携協定（EPA）とは、諸外国との経済関係の強化
を目的として、貿易・投資の自由化・円滑化を進め
る協定で、我が国では2002年のシンガポール以
降、これまで、24か国・地域と21のEPAが署名・発
効済となっています。近年では、TPP11、日EU 
EPA、RCEP協定など、いわゆる「メガEPA」が次々
と発効し、我が国と主要国・地域の経済関係はます
ます強化されています。我が国の成長戦略でも、
諸外国の活力を日本に取り込むことが基本的立場
とされています。私は、これまで、日EU EPA、日英
EPA、RCEP協定、TPP11などの交渉に参加してき
ましたが、自国を守りつつ相手国から最大限の譲
歩を引き出すという、国益が真正面からぶつかり
合う激しい交渉が繰り広げられました。財務省は、
日本代表団の主要メンバーとして、外務省、経産

省、農水省などと協力しつつ、特に通関手続、原産地
規則、関税制度の面で交渉に貢献、相手国から譲歩
を勝ち取ってきています。成長戦略にあるように、
EPAは日本の経済発展の重要な柱です。これまで構
築したEPAネットワークが、10年後、20年後の日本
の発展の基礎となっていることを確信しています。

一人の人間としてできること、その成果
　思い返せば、私が財務省税関に入省以来携わっ
てきた業務は、その全てが日本の将来の国益につ
ながるものだったと思います。一人の人間としてで
きること、その成果、この問いかけをしながら業務が
できることは大きな幸せです。これからの日本を担
う若い皆様にも、関税局・税関の一員として、将来の
国益のために大いに活躍いただきたいと思います。
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より良い日本の未来のために

関税局経済連携室長
平成4年度入省

井田 直樹
IDA Naoki

若手のときの人脈がダイナミックな仕事に
総括知的財産調査官（知的財産センター長）
　当時は、ネット通販で海外からコピー商品など
を密輸入するケースが横行し始めたころで、税関
は水際で流入阻止はするものの、厳しい処罰にま
では踏み切れずにいた時代でした。知的財産セン
ターは、時に弁理士を唸らせる水際における知財
のプロ集団として、税関現場での取締りを支援し
ていました。何とか繰り返される悪質な事案に厳し
く対処できないかと思案していた時、事件が勃発。
それまで知的財産侵害物品にかかる事案は流入
阻止ができるため犯則事件化はされずにいました
が、若手のころにお世話になった職員の方々が私
の話に耳を傾けて惜しみない協力を提供してくだ
さり、初めて犯則事件として調査に着手しました。
のちにこの事件により知的財産センターは財務大
臣表彰を授賞することになりました。これも若手の
時の人脈により、動かないものが動き、大きな成
果に結びついた事案だと思います。
　
特命請負人、税関調査室長
関税局税関調査室長
　税関調査室長は専ら関税局長からの特命を請け
負うポストで、２年間勤務しました。１年目のミッショ
ンは、税関の国際機関事務局トップの選挙で勝利
すること、２年目のミッションは、税関の中長期ビ
ジョンを策定すること、この二つを請け負いました。
　税関の国際機関（WCO）事務局長の選挙は現職
が３期目を狙うという、厳しい状況の中始まりまし
た。当時WCOは日本人がトップの唯一の国際機関
で、それを維持することが最重要課題であり、日の
丸日本を背負っての政府全体を巻き込んだ選挙

戦でした。選挙戦略の企画立案から官邸や関係省
庁の調整、立候補者・財務大臣などの要人や各国
の日本大使を担いでの各国政府への支援要請な
どスケールの大きなものでした。語り尽くせない
苦労や様々な波乱がありましたが、最後は見事日
本が勝利を掴み取りました。
　２年目は、ガラッと様変わり。税関も中長期ビジョ
ンを持とうと「スマート税関構想」と名付け、企画を
スタートしました。まずは税関を取り巻く環境や、
海外での取り組みも出張して調査しました。政府と
してもSociety5.0の実現に乗り出したころで、AI
などを勉強し、試験的なプロジェクトも推進しまし
た。最終的に関税局としての素案を取りまとめ、そ
の後昇華したものが現在の構想となっています。
新しいことに取り組む、道なき道を進む、苦難も多
かったものの、なかなか味わえない経験でした。

空港税関を起点として
東京税関成田税関支署長
　令和3年7月東京オリンピック・パラリンピック開
催直前の着任。開催までスタートダッシュの状態で
した。成田空港は日本の空の大きな玄関口。新型コ
ロナウイルス感染症拡大の最中でもあったため、事
前準備を周到にするも、日々の外部環境の変化に
より柔軟な対応が必要であり、かつ、テロ対策を万
全に期す必要がありました。職員の方々から話をよ
く聞き、様々な意見やアイデアを出していただいて
徹底的に議論し、柔軟でかつ厳格な対応そしてス
ムーズな通関に取り組みました。その結果、無事、
成功裡に終えたところです。その後も、わいわいが
やがや議論する文化を育みつつ、現在はポストコロ
ナ時代の次世代空港税関、「世界最先端の空港税

関」を目指し、全職員で議論を重ね奮闘しています。
　このような取り組みを通じ、成田空港から日本
の産業経済へより貢献ができないか、そしてより
魅力的な空港へと変われないかと心に秘めつつ、
日々、業務に取り組んでいます。

予想を超えるダイナミックさ―将来に向けて
　採用から30年超が過ぎましたが予想を超える
幅の広いまたダイナミックな仕事ができる職場だ
と感じています。税関は、ヒト、モノ、マネーが行き
かう交差点、そしてそれら膨大なデータ・情報の宝
庫であり、これからいかにその膨大なデータ・情報
を活用して、いかに将来の日本の社会の安全安心
を守り、そして産業経済に貢献していくか問われて
いると思います。ぜひ、皆さんの力をこの職場で
存分に発揮されてはいかかでしょうか。

ダイナミックな職場、データ・情報の宝庫

東京税関成田税関支署長
平成元年度入省

馬場 義郎
BABA Yoshiro
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〈 略歴 〉
平成   4年 4月 東京税関総務部人事課採用
平成 13年 5月 外務省在フィリピン日本国大使館書記官
 兼  外務省在マニラ日本国総領事館領事
平成 16年 7月 外務省北米局日米安全保障条約課課長補佐
平成 18年 7月 関税局関税課（参事官室（国際機構担当））課長補佐
平成 21年 7月 関税局関税課（参事官室（国際調査担当））課長補佐
平成 23年 7月 関税局関税課（参事官室（国際協力担当））課長補佐
平成 25年 7月 大臣官房文書課企画調整室企画調整専門官
平成 26年 7月 関税局業務課関税分類調査官
平成 28年 7月 大阪税関調査部次長
平成 29年 6月 関税局関税課国際協力専門官
平成 30年 7月 外務省G20サミット事務局次長
令和  元年 7月 関税局関税課原産地規則室長
令和   2年 7月 関税局関税課経済連携室長
 （現在に至る）

〈 略歴 〉
平成  元年 4月 東京税関総務部人事課採用
平成 10年 7月 関税協力理事会
平成 13年 7月 国際局開発政策課課長補佐
平成 15年 7月 関税局調査課課長補佐
平成 16年 7月 関税協力理事会
平成 21年 7月 関税局監視課課長補佐
平成 22年 7月 東京税関業務部総括知的財産調査官
平成 23年 7月 関税局関税課国際協力専門官
平成 25年 7月 米・プリンストン大学（客員研究員）
平成 26年 6月 関税協力理事会
平成 29年 7月 関税局関税課税関調査室長
令和  元年 7月 東京税関税関情報監理官
令和   3年 7月 東京税関成田税関支署長
 （現在に至る）

税関支署長本省室長

本省課長級
税関部長級 税 関 長本省企画官・室長級

税関次長級
本省課長補佐級

税関課長級
本省係長級
税関係長級本省係員級 本省課長級

税関部長級 税 関 長本省企画官・室長級
税関次長級

本省課長補佐級
税関課長級

本省係長級
税関係長級本省係員級



仕事を頑張りながら知識と経験を得ること
関税局国際調査課課長補佐など
　日シンガポールEPAに携わり、シンガポール税
関と交渉し、税関間の協力枠組みの策定を行いま
した。日本初のEPAであり、相手国税関や外務省と
も協力して策定しました。交渉妥結の日、互いに苦
労したシンガポール税関側が帰国まで見送ってく
れたのを覚えています。また、金融庁特定金融情
報室では、タイ、豪州、香港、カナダ、米国との間で
マネロン情報の交換枠組を締結しました。予期せ
ず、シンガポールでの経験が活かせた訳ですが、
英語力も公私で頑張って高まり、海外に知人も増
えた時期でした。一時、苦労しても、頑張った業務
から次に活かせる知識・経験を多く得ることができ
たと思います。
　

必要な制度をつくるための業務に尽力
関税局調査課情報調査専門官など
　外国税関との情報交換規定である関税法１０８
条の２を改正すべく、関係各省との協議、審議会の
ための資料作成、法制局審査や国会審議のための
支援等を行いました。また、外国にいる船舶が日本
へ出港する前に積荷目録を提出し、税関での取締
りに役立てる制度の設立や税関の取締情報の共
有に係る事務連絡の制定なども行いました。
　内閣府地方分権改革推進室（参事官）では、担当
業務に関連する国会質問や議員からの資料請求
などがありました。苦労して答弁作成し、早朝から
大臣説明ということもありましたが、必要な手順で
あり、大臣や副大臣といった政務の方と一緒に制
度を作っている実感がありました。制度は作り、ま

た、変えるものであり、それに必要な手順を知るこ
とは、税関幹部として役立ちます。制度の作成や改
定には、業務の把握が重要ですが、そのために、相
手の話をよく聞き、相手のプライオリティを把握す
るなどし、何度も現場に足を運びました。

将来を見据えて進むべき方向を示す
東京税関総務部長
　東京税関は、首都圏に加え、山形県、新潟県を
管轄し、成田・羽田の大空港も管轄地域に置く重
要な役割を持つ税関です。その中で、総務部長
は、予算、人事、厚生、業務システム、文書管理や情
報セキュリティといった税関業務を支える部を担
当しています。総務部には、各業務を担当する課
室長がいるため、日々の業務処理の監督は不要で
すが、各業務の進行管理や取るべき施策の方針
を示すことが重要になります。直近としては、コロ
ナ禍での旅客の減少等に対応した職員配置の見
直しやコロナ禍での感染防止、そのストレス環境
に対応する職員の身体・精神面に係るケアの強化
が重要です。また、将来を見据えれば、国際通販
貨物の急増やＲＣＥＰ協定の発効など国際物流が
複雑化していることを踏まえ、人員や検査機器の
適正配置のための方針といった各署所の将来を
見据えた業務体制を検討していくことも重要に
なります。また、業務量の増加に対応すべく、業務
効率化のためのＲＰＡ（Robotic Process Auto-
mation）の推進や、より働きやすい環境づくりの
ためのテレワークの推進など種々の取組みも進め
る必要があります。これまでの知見と経験を踏まえ
てどうあるべきかを考え、職員と東京税関の現在
と将来のために、そして円滑な業務遂行のために、

その舵取りを行うのが仕事になっています。

仕事を行う中で成長し、充実感を得る
　税関総合職のフィールドは、税関にとどまりま
せん。私自身、在外公館や他府省庁、ＮＡＡ（成田
国際空港（株））などの出向経験があり、ＮＡＡでは
空港貨物地区の造成に関わるなど、就職する前に
想像したより幅広い業務を経験しました。どんな
業務でも「面白そうだ」と思うことがコツで、各職
場での仕事の進め方や交渉・調整のやり方が異
なっており、学べることが多く、各職場で異なる達
成感・充実感もありました。仕事を行いながら成
長し、充実感を得る、税関総合職はそんな仕事で
あると思います。
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多様な経験と成長は社会と国民のために

東京税関総務部長
昭和61年度入省

津田 秀夫
TSUDA Hideo

習得した外国語を日本の玄関で活かす
東京税関成田税関支署長
　私は、学生のとき、英語が得意ではありませんで
したが、「仕事が面白そうだ」と思い、この仕事を選
びましたので、社会人になってから本格的に勉強
を始めました。職務を通じ、研修を受け、在外公館
で勤務し、外国税関との情報交換などをしている
うちに、英語と中国語が使えるようになりました。
成田税関支署長のときには、日本の玄関である成
田国際空港で、新たに導入した電子申告ゲートの
ＰＲや職員指導などで、習得した外国語を直接活か
す機会がありました。外国語の習得に「挑戦」して
きたのがよかったと思います。
 
世界最先端の税関に向けて
横浜税関総務部長
　財務省関税局・税関は、令和２年６月に「スマート
税関構想2020」を発表し、「貿易の健全な発展と
安全な社会、そして豊かな未来を実現するために
世界最先端の税関を目指す」としています。これを
受 け 、横 浜 税 関 総 務 部 長 のときには 、ＲＰＡ

（Robotic Process Automation：人間がコン
ピューターを操作して行う作業をソフトウエアによ
る自動操作に代替させること）の推進などに取り
組みました。「ＲＰＡは、操作設定が難しい。」といっ
た職員意見が多く寄せられたことを受け、私自身
が理科系出身だったので、自分でやってみようと
思い立ち、「挑戦」してみました。その結果、職員指
導ができるレベルになりました。何事も「為せば成
る」です。上述の電子申告ゲートに加え、ＲＰＡにも
取り組むことで、世界最先端の税関に向けた取り
組みに参画できたのがよかったと思います。

税関のリーダーとして新たな施策に挑戦
沖縄地区税関長
　税関は、明治５年11月28日（1872年）、全国の運
上所などが「税関」として統一され、今年度で150周
年を迎えます。安政５年（1858年）に締結された「安
政の五カ国条約」に基づき、その翌年に、神奈川（横
浜）、箱館、長崎の３港が開港され、神奈川と箱館に
運上所が設置されたのを皮切りに、外国貿易に係る
業務が始まりました。その後、運上所など様々な名
称で呼ばれていたものが「税関」の名称に統一され、
現在までの間、税関は、我が国の貿易の健全な発展
と安全な社会の実現に大きな役割を果たしており、
とても長い歴史と伝統を有する職場です。
　さて、沖縄は、第二次世界大戦後、米国の統治下と
なり、その下で「琉球政府」と呼ばれる組織が設置さ
れ、税関業務は「琉球税関」という名称の組織が担っ
ていました。その後、機構改変などを経て、昭和47
年５月15日（1972年）に沖縄の本土復帰に伴い、現
在の沖縄地区税関が新たに発足しました。したがっ
て、当関は、50周年の節目の年を迎えます。
　記念すべき節目の年には、先人達の活躍や苦労
に思いを馳せながら、私たち自身のこれまでの取
組みなどを振り返り、そして、これからの税関の在
り方をみんなで考えることが肝要です。現在、世界
中で新型コロナウイルス感染症が拡大した結果、
その影響で人々の生活様式だけではなく、習慣や
物事の考え方、そして働き方自体にも大きな変革
が始まっています。私は、テレワークの推進などの
ほか、「非接触型検査体制の確立」という新たな取
組みも含め、当関を総括するリーダーとして、新た
な時代にふさわしい施策を進めているところで
す。まさに「新たな施策への挑戦」です。

 新たな時代に相応しい税関を目指して
　財務省の組織理念の中に、行動規範として、「公
正と誠実」、「研鑽と挑戦」、「風通しと柔軟性」が掲げ
られています。税関においても財務省の一員とし
て、これらの行動規範はいずれも重要なものです。
特に新型コロナウイルス感染症の影響を世界中が
受ける時代においては、個人的に「挑戦」が最も重
要だと思います。税関は、とても長い歴史と伝統を
有する職場ですが、一方では、常に税関を取り巻く
環境の変化を敏感に感じ取り、新たな時代に相応
しい税関を目指し、様々なことに挑戦し、自ら進展
を続ける職場でもあります。積極的に「挑戦する気
持ち」が強い方のご応募をお待ちしております。

挑戦！

沖縄地区税関長
昭和61年度入省

神例 高章
KANREI Takaaki
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〈 略歴 〉
昭和 61年 4月 東京税関総務部人事課採用
平成 12年 7月 関税局国際調査課課長補佐
平成 14年 7月 新東京国際空港公団（民営化後NAA）
平成 16年 7月 金融庁特定金融情報室
平成 18年 7月 東京税関調査部管理課長
平成 19年 7月 名古屋税関調査部
 特別関税調査官（第1担当）
平成 20年 7月 名古屋税関中部空港税関支署次長
平成 21年 7月 横浜税関大黒埠頭出張所次長
平成 22年 7月 東京税関成田航空貨物出張所次長
平成 23年 7月 関税局調査課情報調査専門官
平成 25年 7月 東京税関業務部総括関税評価官
平成 26年 7月 内閣府地方分権改革推進室参事官
平成 28年 7月 名古屋税関中部空港税関支署長
平成 29年 7月 大阪税関関西空港税関支署長
平成 30年 7月 東京税関羽田税関支署長
令和  元年 7月 名古屋税関総務部長
令和   3年 7月 東京税関総務部長
 （現在に至る）

〈 略歴 〉
昭和 61年 4月 東京税関総務部人事課採用
平成 18年 7月 東京税関調査部
 国際情報センター室長
平成 19年 7月 関税局調査課密輸情報専門官
平成 20年 7月 関税局調査課大臣官房専門調査官
平成 21年 7月 横浜税関千葉税関支署次長
平成 22年 7月 東京税関監視部次長
平成 23年 7月 東京税関成田航空貨物出張所次長
平成 24年 7月 輸出入・港湾関連情報処理センター
 株式会社
平成 26年 7月 函館税関監視部次長
平成 28年 7月 神戸税関監視部次長
平成 29年 7月 長崎税関監視部長
平成 30年 7月 門司税関総務部長
令和  元年 7月 東京税関成田税関支署長
令和   2年 7月 横浜税関総務部長
令和   3年 7月 沖縄地区税関長
 （現在に至る）

税関長税関部長

本省課長級
税関部長級 税 関 長本省企画官・室長級

税関次長級
本省課長補佐級

税関課長級
本省係長級
税関係長級本省係員級本省課長級

税関部長級 税 関 長本省企画官・室長級
税関次長級

本省課長補佐級
税関課長級

本省係長級
税関係長級本省係員級
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税関とデータサイエンス
　一日数万、数十万件と増
えていく貨物の情報。いか
に物流を遮らずに、密輸を
防ぐか。世界各国の税関が
直面する共通の課題です。
その解決には、膨大な貨物
情報から、効率的・効果的に
リスク分析を行うほかあり
ません。

　2021年９月、WCO（世界税関機構）に赴任
し、リスク分析部門のプログラム・マネージャー
に着任しました。喫緊の課題として「税関におけ
るデータサイエンスの有効活用」を掲げ、各国
の専門家とも認識を共有しました。自分自身で
もPythonでデータ分析の手法を学びながら、
税関のデータにどのように機械学習などを活
用できるか、日々、模索しています。
　また、途上国税関の支援も重要な業務です。
ある国の税関からは、国境での検査で物流が
滞っており、リスク分析を強化して改善したい、
との相談が寄せられました。状況をつぶさに見
ていくと、情報分析の技量を向上させるだけで
なく、組織内での横断的な情報共有、連絡体制
の構築など、組織マネジメントの面でも課題が
あらわになってきます。

　私は大学では数理科学系、留学させていた
だいた米国の大学院では経営学を専攻しまし
た。これらのバックグラウンドをすべて活かしな
がら、さらに専門性を深めるべく研鑽に励んで
います。
　国際機関に出向したことで、カウンターパー
トは全世界になりました。どのように課題を設
定し、だれとどのように取り組むのか、すべて、
自分自身の力量次第です。自分が成長した分
だけ、活躍の場が広がると感じています。

多様な世界の中で
　米国ハーバード大学の
ウェザーヘッド国際問題研
究所に客員研究員として所
属し、日米関係や国際政治
経済を巡る諸問題につい
て幅広く学びつつ、近年の
米国通商政策とW T O との
関係を中心に研究活動を
行っています。学者として

一流であるのみならず、米国政府の中枢で閣
僚や大統領補佐官を務めていた教授陣による
講義や現職の政府高官による率直なゲスト
トーク、国籍も含め多様なバックグラウンドを
持つ同僚や学生との極めて風通しが良い環境
の中で繰り広げられる議論など、行政官として
の見識を深めるにあたり非常に贅沢な研究環
境が揃っており、自らの力不足を痛感しつつも
知的刺激に満ちた日々を送っています。
　入省以降、財務省関税局（関税政策に係る
国際交渉業務など）、外務省北米局（日米地位
協定・在日米軍関連業務）、内閣官房副長官補
付（事態対処・危機管理業務）といった中央省
庁での勤務に加え、東京税関での法執行業務、

また英国ケンブリッジ大学修士課程への留学
などを経験してきました。人の考え方や意思
決定のあり方を含めた組織文化は千差万別で
あり、異なる場において様々な立場での業務
経験を積めたことは、ジェネラリストとして必
須の資質とも言うべき多様性についての理解
を深めるにあたって大変有意義でした。財務
省税関は関税・税関政策という軸となる専門
性を持ちながら、同時に視野の広い行政官と
して成長する機会を得ることも可能な職場だ
と言えるでしょう。

世界税関機構（WCO）
平成18年度入省

平木 正典
HIRAKI Masanori

ハーバード大学客員研究員
平成18年度入省

渡邊 裕一
WATANABE Hirokazu

3

1

4
6

3 5
7

8
9

3

1

11 22

124

7

8

5

6

1

2

17 16

13

5

4

3

WCO（ブリュッセル）
WCO/ROCB（タイ）
WCO/RILO（ソウル）

WCO関係
1
2
3

在ベルギー日本国大使館
在ジュネーブ国際機関日本政府代表部
在スペイン日本国大使館
在ウラジオストク日本国総領事館
在大韓民国日本国大使館
在中華人民共和国日本国大使館
在上海日本国総領事館
在香港日本国総領事館
交流協会台北事務所

大使館/総領事館
1
2
3
4
5
6
7
8
9

在フィリピン日本国大使館
在タイ日本国大使館
ASEAN日本政府代表部
在オーストラリア日本国大使館
在アメリカ合衆国日本国大使館
在メキシコ日本国大使館
在ブラジル日本国大使館
在ボリビア日本国大使館

10
11
12
13
14
15
16
17

JICA（ミャンマー計画財務省）
JICA（タイ税関）
JICA（カンボジア経済財政省）
JICA（ラオス財務省）
JICA（マレーシア財務省）
JICA（フィリピン財務省）

JICA専門家
1
2
3
4
5
6

長期出張（バンクーバー）
長期出張（ロサンゼルス）

長期出張者
1
2

政策研究大学院大学
アジア開発銀行（フィリピン）
JETRO（ホーチミン事務所）
JETRO（ジャカルタ事務所）
ハーバード大学
ジョンズ・ホプキンス大学
カリフォルニア大学
イーストアングリア大学

その他
1
2
3
4
5
6
7
8

1 1
2

2610

財務省・税関 主な海外ポスト一覧

税関総合職職員の活躍の場は、
他省庁はもちろん、
世界にまで広がっています。
関税局・税関とは異なる環境に
身を置く職員から、
現在の業務などについて紹介します。

14

15

税関総合職の 活躍するフィールド

国際機関 海外大学研究員

ベルギー
平木 正典
→ P.25

インドネシア
杉山 大介
→ P.27

中国
小林 大洋
→ P.27

国内
坂本 賢一
→ P.28

国内
水野 美紀
→ P.28

アメリカ
渡邊 裕一
→ P.26
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「勤務先はＡＳＥＡＮ代です」「何それ」
　皆さんも「大使館」という
名前を一度は耳にしたこと
があるのではないでしょう
か。政府代表部も大使館と
同じく在外公館の一種で、
大使館が国に対して政府を
代表しているのに対し、政
府代表部は国際機関などに
対して政府を代表していま

す。日本の政府代表部の一つであるＡＳＥＡＮ代
(東南アジア諸国連合日本政府代表部)は、ＡＳＥ
ＡＮに対して日本政府を代表しています。
　ＡＳＥＡＮは東南アジアの10か国が加盟する
地域協力機構であり、地域共同体です。なかな
かピンとこないかもしれませんが、町内会や自
治会のようなものだと思っていただければ、イ
メージしやすいかと思います。
　そしてＡＳＥＡＮの各種会議や事業を担当する
のが、ジャカルタに本部があるＡＳＥＡＮ事務局
です。ＡＳＥＡＮ代では日常的にＡＳＥＡＮ事務局
や他国政府のＡＳＥＡＮ代表部と仕事上のやりと
りをしています。
　ＡＳＥＡＮ代での私の担当業務の一つが、ＡＳＥ
ＡＮに対するマルチ（多国間）の税関技術協力
です。例えば、ＡＳＥＡＮでは共通の品目コードが

使われているところ、現在、５年に一度の改正の
タイミングを迎えており、その支援を行ってい
ます。
　一方で私は在インドネシア大使館の税関ア
タッシェも兼任しており、こちらではバイ（二国
間）の協力案件を担当しています。バイで実施
した案件が、その後、マルチの枠組みに広がっ
たり、逆にマルチで行った案件のフォローをバ
イで行ったりと、日本の強みであるバイとマル
チを組み合わせた国際協力を行っています。

挑戦し続けることで、自分の成長を実感
　私は2021年7月から内
閣官房ＴＰＰ等政府対策本
部に出向し、ＴＰＰ協定（環
太平洋パートナーシップ
協定）に関する政府間の調
整、方針の策定に携わって
います。皆さんは｢ＴＰＰ｣と
いう言葉を目にしたことは
ありますか？何年か前はよ

く新聞やテレビで見たけど、今はやることが
ないのでは？と思われるかもしれませんが、
そんなことは全くありません。日本は2021
年のTPP委員会議長国であり、協定の履行
状況の確認や効果の分析、更なる発展のた
め様々な会議を主催しました。加えて、英国
のＴＰＰ加入手続きや複数のエコノミーによ
る加入要請に伴う業務が発生し、とても多忙
でした。また、ＴＰＰ独自の文書管理システム
導入に際し、立ち上げから仕様の決定、業者
や参加国との調整、本格稼働に至るまで主担
当として任せてもらえたのは、初めてのこと
ばかりで大変でしたが貴重な経験でした。
　内閣官房の特色の一つに、複数の省庁出
身の職員により組織が構成されていること
が挙げられます。様々な省庁の職員と一緒に

働くことで、自分とは異なる視点や業務の進
め方を学び、人脈もつながり、財務省や税関
だけでは得られない経験ができ、自分の成長
を実感しています。国民の皆様から負託され
た税関の責務を果たすためにこの経験を活
かして貢献したいと考えています。
　色々と書きましたが、これらはほんの一部
に過ぎません。幅広い経験を通じて自分を
成長させられる職場で一緒に働きません
か。皆さんとお会いできる日を楽しみにして
います！

外務省東南アジア諸国連合
日本政府代表部 二等書記官
兼　在インドネシア日本国大使館
平成26年度入省

杉山 大介
SUGIYAMA Daisuke

内閣官房
TPP等政府対策本部員
平成30年度入省

水野 美紀
MIZUNO Miki

外交官として活躍する機会もあります！
　私は中国・北京に所在す
る日本国大使館に勤務して
います。大使館の経済部財
務班に所属し、中国の財務
省、中央銀行、税関などをカ
ウンターパートとして、幅広
い分野の仕事に携わってい
ます。
　社会の変化が目まぐるし

い中国では、政治や経済の面で日々様々な
ことが起こっており、その影響力の大きさか
ら世界が中国の動向に注目しています。我々
外交官に求められるのは、正確かつ迅速に情
報を入手し、分析を行い、本省（ 東京 ）に今
中国で何が起きているのかを共有し、日本政
府がどのようなアクションを起こすべきかを
提言することです。中国という国の特別な事
情により、事実からずれた形で報道されるこ
ともあるため、政策議論が誤った方向に進ま
ないよう常に客観的な見方を意識して仕事を
しています。
　他国大使館外交官との協力も重要な仕事で
す。新型コロナウイルスが世界中で蔓延する中、

中国当局の突然の規制により中国からマスク
や防護服などの医療物資が輸出できなくなる
事態が起こりました。当時は日本も含めて世
界各地で医療物資が不足している非常事態で
したが、他国外交官と各々の持っている情報を
共有し、彼らとともに中国税関と交渉を続けた
結果、輸出が認められることになりました。
　他にも当地で開催された日中韓首脳会談
や、新型コロナウイルス発生当初にロックダ
ウンされた武漢の在留邦人のチャーター機で
の退避オペレーションなど、在外公館ならで
はの仕事も数多く経験しており、今後のキャ
リアにとって非常に大きな財産になると思い
ます。

国際貿易の発展に向けたNACCSの役割
　現在、NACCS を運営・
管理している輸出入・港
湾関連情報処理センター
株式会社（ Nippon Auto-
mated Cargo and Port 
Consolidated System, 
Inc. ）に出向しています。
会社の株式は、政府が50
％超を保有しています（ 残

りは民間企業が保有 ）。
　NACCSは、我が国の輸出入及び港湾・空
港手続とこれに関連する民間業務を迅速・的
確に処理する官民共同利用システムで、輸出
入許可の99％以上がNACCSによって電子的
に処理されており、総合物流情報プラット
フォームとして、国際物流と国際貿易の発展に
寄与しています。
　私は、浜松町にあるこの会社の経営企画部
長として、中期経営計画や事業計画の策定、
NACCS の利用料金の設定といった、会社経
営に直接関わるような業務に携わっています。
また、海外の貿易・通関関連システムとの連携
の企画・立案も担当しており、海外のシステム
関係者などとの国際会議に参加しています。

　その性格上、会社には、プロパー社員の
ほか、税関や関連省庁、物流会社、航空会社、
損害保険会社などの官民双方からの出向者
も多く、多様なバックグラウンドを持つ社員
がいる組織をマネジメントしていくのは、苦
労することもある反面、官出身者では思い
もつかないようなアイデアが出されることも
あり、皆の力が上手く噛み合うことで、良
い成果に結び付けられればと考えています。
　税関総合職は、財務省・税関での勤務以外
にも、このような組織で勤務するチャンスがあ
ります。是非、我々と一緒に仕事をしてみま
せんか？

外務省在中華人民共和国
日本国大使館二等書記官
平成23年度入省

小林 大洋
KOBAYASHI Taiyo

輸出入・港湾関連
情報処理センター株式会社
経営企画部長
平成8年度入省

坂本 賢一
SAKAMOTO Kenichi

税関総合職の 活躍するフィールド
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どんな事業の計画に携わっていますか？

　税関150周年を記念するにあたり、関税
局・税関では様々な事業が実施・計画されて
います。その中で、私は税関150年の足跡を
辿る「広報記念誌」の作成に携わっています。
　明治５年に「税関」として発足してから今日
に至るまで、税関がどのような歴史を歩んで
きたのか、その経緯を調べるとともに、記事
の内容、デザイン、表現方法などをメンバー
同士で意見を出し合いながら、この150周年
という節目の年に、一人でも多くの方々に
「税関」について知っていただけるよう、活発
な議論を行っています。

かもめプロジェクトで活動するうえで心掛け
ていることはなんですか？

　メンバーの意見をよく聞くことです。私は
現在入省１年目ですが、サブグループのリー
ダーを任せていただき、150周年担当課室
との調整やグループの意見のとりまとめを
担っています。定期的に行われるサブグルー
プの会議では、関税局や税関での多様な経
験や個性にもとづいた、「今」の若手の意見が
飛び交っています。これらの声をよく聞いて
集約し、150年に１度の記念すべき節目に形
として残せるよう、引き続き努めていきたい
です。

かもめプロジェクトのやりがいはなんですか？

　かもめプロジェクトに参加するなかで、や
りがいを感じる瞬間は２つあります。
①それぞれのアイデアをチームで形にできた時
　「どんなアイデアでも大歓迎」というアット
ホームな雰囲気のなか、150周年を盛り上げた
いという共通の熱意から湧く力を合わせ、アイ
デアを実現できた時は、ひときわ嬉しいです。
②通常業務の人間関係を超える繋がりが生まれた時
　かもめプロジェクトという大きな舞台を通
し、魅力的な方々と出会うことができ、楽しい
輪が広がりました。そして、その輪は通常業
務にも大いに活かされています。

特 集 　 税 関 1 5 0 周 年 に 向 け て

　毎年11月28日は「税関記念日」です。な
ぜこの日かというと、開国から間もない明
治５年11月28日（1872年）に、開港毎に
設置され外国との輸出入を司る機関が統
一的に「税関」と呼称されたからなのです。
そして、2022年11月28日で「税関」発足
からちょうど150周年となります。

　150周年という節目は、これまでの税関
の歩みを振り返りつつ、税関が
・島国日本の水際の番人として、日本社
会の安全・安心の確保にどのように貢
献してきたのか
・輸出入関連手続を所管する機関とし
て、貿易立国である日本の経済発展に
どのように貢献してきたのか
・今後は、環境変化にどのように対応し
つつ、使命を達成していくのか

組織の外に向けて積極的に情報発信して
いく絶好のチャンスと捉えています。
　また、税関150周年を記念して実施予
定の各種事業は、全国約１万人の日本税
関職員が、より結束を強める機会にもなる
と考えています。

　そうした意気込みで、税関調査室に
150周年事業担当チームを立ち上げ、か
もめプロジェクト（右ページ参照）の若手
の力も加え、様々な企画の立案、全国の税
関や官民の関係先との調整など、日々奮

闘しています。

　かもめプロジェクトは好例ですが、若手
職員を積極的に企画立案に関与させるこ
とは、関税局・税関の良い伝統の一つでは
ないか、と感じています。私自身、若手だっ
た昔（？）から、係員でも他府省との調整を
任せてもらったり、係長でも組織を代表す
る立場で海外出張したり、様々な成長機会
を与えられてきたという自覚があります。
　150年の歴史を持つ「古い」組織です
が、水際を活動のフィールドとする税関
は、国際・国内双方での経済情勢、社会情
勢の変化に「フレッシュな」アタマで柔軟に
対応していく必要があります。そのため、
若手の声も積極的に聞き、関わらせる土
壌があるのではないかと思っています。

　税関調査室は、150周年事業だけでな
く、2020年に発表した「スマート税関構
想」も担当しています。スマート税関構想
は、AI等の最新技術を税関の業務にどの
ように活用していくかなど、10年先、また
はそれ以上先を見据えて世界最先端の税
関を目指す、財務省関税局・税関全体の取
組みです。
　税関発足150周年を機に、過去を振り
返るだけでなく将来に向けて構想をアッ
プグレードすべく、作業を進めています。

　150年前からの足跡を確かめつつ未来
の税関に思いを馳せる、やりがいのある
ビッグプロジェクトが進行中です！

　

150年の歩みを確かめ、その先へ

関税局税関調査室長
平成5年度入省

荒巻 英敏
ARAMAKI Hidetoshi

特 集

　税関150周年を盛り上げるべく、若手職
員（係長、係員クラス）を中心に構成された
プロジェクトチームです。若手職員が自分
たちのニーズなどに基づいた様々なアイ
デアを提案し、意見を出していくことで、よ
り幅広い世代の方々に税関への興味を
持ってもらえるような周年事業を企画・立
案しています。
　「かもめプロジェクト」という名称もチー
ムのメンバーによって名づけられました。
かもめは「税関の歌」の歌詞である「流れる
雲よ舞うかもめ」の一節からとられており、
150周年を迎えた税関が、これからも時代
に併せて更なる発展を遂げられるように、
という思いが込められています。

かもめプロジェクトとは？

関税局業務課通関係
令和2年度入省

小林　諒
KOBAYASHI Ryo

関税局第二参事官室
（国際協力担当）国際調整係
令和3年度入省

大島 早貴子
OSHIMA Sakiko

関税局総務課企画係
令和2年度入省

庄子 愛弓
SHOJI Ayumi

筆者 : 前 列 中央

かもめプロ
ジェクトの

メンバーに
話を聞きましたかもめプロ
ジェクトの

メンバーに
話を聞きました

税関HP
（150周年特設サイト）

水際で守る　日本の未来
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家族との大切な時間
　私は昨年、約１か月の育
児休暇を取得しました。
　育休中は一旦、仕事のこ
とは忘れ、家事や育児に全
力集中しました。初めての
子育てで、オムツ替えやお
風呂、寝かしつけなど、慣れ
ないことだらけでしたが、妻
と協力しつつ、家族とのか

けがえのない時間を過ごしました。
　今は仕事に復帰していますが、子供がまだ小
さいこともあり、職場の暖かい配慮を得つつ、
仕事と育児を両立しています。日々、大変だな、
と思うことも多いですが、仕事が終わって子供
の顔をみると心の底から活力が湧いてきます！
以前は、休日は出不精だった私ですが、今では
子供と近所の公園に出掛けることが一番の楽
しみです。
　子育てを始めてからは、自宅でも時間効率を
意識することが増えました。限られた時間で仕
事や家事、育児をこなすことは思ったより大変
ですが、時間を一層有効に使うことで、人生が
より豊かになったと感じています。

　恩返し…というと大層かもしれませんが、周囲
のサポートのおかげで育児という貴重な経験が
できたので、この経験を活かし、次は私がサポー
トする側となり、多様な働き方を尊重する職場
環境づくりに貢献していきたいと考えています。
　私だけでなく、周りの「働くパパ」を見る限り、
職場全体として、男性の育児に対する理解が深
まっているように思います。在宅でテレワーク
する環境や時短勤務などの制度も整備・拡充さ
れてきており、仕事も育児も充実させることは、
決して困難なものではなくなっています。
　いつか、このパンフレットを手に取っていただ
いている皆さんとお会いし、仕事や育児につい
て語り合える日がくることを楽しみにしています！

三児の子育てをスタート
　私は現在、産後休暇及び
育児休業を取得して３人の
子どもの育児に専念してい
ます。毎日、これが食べた
い、お外で遊びたいなど絶
え間ない子どもからの要求
に向き合っているうちに１日
が終わります。上二人の子
は日中に体を動かして体力

を削っておかないと夜なかなか寝てくれませ
ん。一番下の子は生後間もないため、夜間も授
乳のため起こされます。周囲のサポートを得な
がら、文字通り24時間体制で育児にあたって
います。それは同時に24時間子どもの成育を
間近で見ることができるということでもあり、こ
のような機会をいただいていることをありがた
く思います。　
　各省庁では仕事と育児の両立支援のための
各制度の利用が推進され、またテレワークの整
備などが進められてきました。財務省税関で
は、各制度、テレワークを活用して仕事と育児
を両立する職員が増えています。
　さらに、両立支援制度がただ存在するだけ
ではなく、各制度が積極的に利用されるよう
具体的に配慮し、職員を支援しようという気運

が職場で 醸成されてきたと実感しています。
私は第一子の妊娠初期～中期に勤務していた
他省庁で、深夜に及ぶ可能性のある業務の負
担を調整していただきつつ、妊娠前から担当
していた業務の大半を引き続き任せていただ
きました。また、妊娠後期に異動してきた現所
属部門では、妊婦健診に快く送り出していた
だいたり、足の浮腫みが酷い時は昼休みに横
になるよう勧めていただいたりと、きめ細やか
な配慮をしていただきました。　
　財務省税関に入ると仕事と育児の両立支援
を受けながらのキャリア形成が可能です。私
も、三児の子育ては始まったばかりですが、仕
事との両立に励んでいきたいと思います。

横浜税関業務部統括審査官
（通関第2部門担当）付上席審査官
平成20年度入省

里森　裕
SATOMORI Yu

東京税関羽田税関支署統括監視官
（旅具通関部門担当）付監視官
平成26年度入省

橋本 健太
HASHIMOTO Kenta

育休取得
経験者

育休取得中

ワークライフバランス・福利厚生
財務省税関においては、職員が仕事と子育てを両立し、ワークライフバランスを実現するための
各種支援制度が整備されています。
また、子育てに奮闘する職員から、制度を活用した経験について紹介します。

対象
男女

No. 両立支援制度 取得可能期間

●

●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

配偶者出産休暇

男性育児
参加休暇

産前・産後休暇

入院等の日から出産の日後２週間
（２日の範囲内）

生後１年に達しない期間

生後１年に達しない期間

生後１年に達しない期間

妊婦の期間

妊婦の期間

生後１年に達しない期間

子が３歳に達するまでの期間

子が３歳に達するまでの期間

小学校就学の始期に達するまでの期間

小学校就学の始期に達するまでの期間

小学校就学の始期に達するまでの期間
妊産婦の健康
診査・保健指導

妊産婦の
業務軽減

●

●

●

●

●

●

妊婦の休息・補食

妊婦の通勤緩和

妊産婦の深夜勤務・
時間外勤務の制限

深夜勤務・
超過勤務制限

育児短時間勤務
産前６週間（多胎妊娠は１４週間）、
産後８週間までの期間 

保育時間  

休憩時間の短縮

育児時間

育児休業

超過勤務免除

子の看護休暇

早出・遅出勤務

■ 学部卒（大卒程度試験）　　232,840円
■ 大学院卒（大卒程度試験）　260,080円
■ 大学院卒（院卒程度試験）　264,400円
地域手当及び本府省業務調整手当を含む。　※令和4年4月実績

勤務条件・福利厚生等
初任給

仕事と子育ての両立支援

扶養手当、通勤手当、超過勤務手当、期末手当・勤勉手当（ボーナス）、
住居手当、地域手当、本府省業務調整手当 等

諸手当

診療所／各種共済制度（医療給付、出産等に伴う手当金の給付、
育英資金や住宅資金の貸付事業、年金事業、宿泊施設 等）

福利厚生

●７時間45分／日（38時間45分／週）
※フレックスタイム制の利用可

勤務時間

●土曜日、日曜日、祝日、年末年始
●年次休暇（年20日、採用の年は15日）
●夏季休暇、結婚休暇、忌引休暇 等

休日休暇

小学校就学の終期までの期間
※小学校に就学している子については、子の送迎のた
め住居以外の場所へ赴く場合に限る

小学校就学の終期までの期間
※小学校に就学している子については、放課後児童ク
ラブ等に通う子を迎え又は送りに行く場合に限る

小学校就学の始期に達するまでの期間
（年５日の範囲内）
※対象となる子が２人以上の場合は年１０日

産前６週間（多胎妊娠は１４週間）、
産後８週間までの期間のうち５日の範囲内
※産前期間は小学校未就学の子を養育する場合に限る

対象
男女

No. 両立支援制度 取得可能期間

❶

❷❸

❷❸

❽

❽

❽

❾

❾

❸❹

❺

❺

❻
❻

❻

❻

❼

❼

❸産後（休暇）期間（育児参加休暇）（８週間）

❾妊婦の休息・補食／妊婦の通勤緩和（妊婦の期間）

❷産前（休暇）期間（育児参加休暇）（6週間）

出産日出産
予定日妊娠 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 小学校

入学
小学校

就学・学童
保育等

❶配偶者出産休暇（２週間）

❽妊産婦の健康診査・保健指導・業務軽減・深夜勤務・時間外勤務の制限（産後１年まで）

❺育児休業（超勤免除）（３歳未満）

❹保育時間（１歳未満）

❻育児短時間勤務（小学校就学の始期まで）

❻育児時間・看護休暇（小学校就学の始期まで）

❻深夜勤務・超勤制限（小学校就学の始期まで）

❼早出・遅出勤務（休憩時間の短縮）（小学校就学の終期まで）

❻育児短時間勤務（小学校就学の始期まで）

❻育児時間・看護休暇（小学校就学の始期まで）

❻深夜勤務・超勤制限（小学校就学の始期まで）

❼早出・遅出勤務（休憩時間の短縮）（小学校就学の終期まで）

育休取得経験者・取得中の職員
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1年目職員からのメッセージ

過去6年間の総合職年度別採用人数

Q1
A

Q2
A

Q4
A

Q3
A

Q6
A

税関では、採用時の試験区分に関わらず、税関業務全般に携
わっていただくことになります。技術系だからといって、特に業
務が限定されることはありませんし、配属先によっては、学生時
代に身に付けた専門知識を存分に発揮できる機会もあります。
また採用後の任用についても違いはなく、本人の希望や能力次
第で様々な業務を経験することができます。

人事院主催の説明会等に参加していただければより詳しく税関
の業務について理解していただくことができます。その他、税関
ホームページにも水際取締りや輸出入手続き、貿易統計といっ
た業務に関わる情報を掲載していますので、ご覧下さい。また、
税関ではTwitterやFacebookを活用し、全国における覚醒剤
やコピー商品などの水際取締りの取組みをはじめとする税関の
活動について紹介しています。
税関ホームページ→https://www.customs.go.jp
税関Twitter→https://twitter.com/custom_kun
税関Facebook→https://www.facebook.com/Japan.Customs

税関では、例年、総合職中央省庁セミナーや霞が関OPENゼミ
等、数多くの説明会等を実施しています。説明会等については、
大学等でも情報提供されていますが、税関のHPでも、随時情報
を更新し、説明会等の情報提供を行っています。税関に関心のあ
る方は、税関ホームページの採用案内ページをご確認下さい。

英語力は高い方が望ましいですが、採用時に必ずしも英語力が
高くなくても、採用後の研修や自主的な勉強により、英語力を
高め、国際的な分野で活躍している諸先輩も多くいます。

業務説明会等の情報はどうやって
知ることができますか？

Q5
A 採用時の研修にはじまり、語学研修、国内外の大学院への派遣

研修、経済学に関する研修等の機会が多くあります。なお、これ
らの研修には、文系、理系を問わず派遣しており、理系の者が大
学院で経済学を学ぶなど、自身を高める機会が豊富です。

研修について教えてください。

英語力はどの程度必要ですか？

国際的な業務を行うことは必須ですか？

財務省税関（総合職）では、多くの国際的業務を行う機会があり
ますが、同時に国内の業務も多く、関税局における法令業務、監
視取締分野の企画立案や法執行業務、貿易円滑化に関する企
画立案や執行業務、税関のITシステムに係る業務など様々な分
野で活躍する機会があります。

試験区分によって携わる業務内容や
採用後の任用に違いはありますか？

税関業務についてより詳しく知るためには
どうしたらいいですか？

人事採用関連情報

採用状況と任用

採用等に関するQ&A

行政：１　
化学・生物・薬学：１

令和２年度

7（3）

政治・国際：１
法律：３

化学・生物・薬学：１

平成31年度

7（3）

行政：１

法律：４
経済：１
教養：１

平成30年度

6（2）

行政：２

法律：１
経済：１

農業科学・水産：１
教養：１

平成29年度

7（4）

行政：１

政治・国際：１
法律：２
経済：３

令和4年度

6（3）

行政：2

政治・国際：2
法律：2

行政：１

令和3年度

8（3）

政治・国際：１
法律：４
経済：2

試験区分別在職状況 117人事務系 58人技術系

175人
総数

※令和4年３月１日現在

院卒

年度

人数

大卒

※（　）内は女性の数

https://www.customs.go.jp/saiyou/saiyo.htm

　治安に関わる仕事を探す中で、説明会をき
かっけに、水際での不正薬物や銃器などの取締
りを行う税関を知り興味を持ちました。
　そして税関総合職は水際での取締りだけでは
なく、貿易円滑化のための交渉や国際機関での
活躍など幅広い業務を行うことができると考え、
安心安全な社会の実現、そして貿易の円滑化を
通じて、社会を守り発展することに寄与したいと
思い志望しました。

関税局監視課総括係
令和3年度入省

今井 貴教
IMAI Takanori

　税関は水際でテロ関連物資や不正薬物と
いった社会悪物品の流入を阻止するなど、日本
の安全な暮らしを守るのに欠かせない重要な
役割を担っています。「税関の３つの使命」の一
つ「安全・安心な社会の実現」という大きな使命
感を持ちながら、税関の現場から国際交渉まで
幅広い舞台で活躍できる税関総合職に魅力を
感じました。

関税局総務課企画係
令和3年度入省

富澤 惣之介
TOMIZAWA Sonosuke

税関を志望した理由

　進路選択は一つの大きな決断であり悩むこと
も多いと思いますが、気負いすぎず、自分を見つ
めなおす良い機会と捉えてみてはどうでしょう
か。自分の可能性を広げるためにも、広い視野を
持ち、なるべく多くの進路を選択肢に入れてみ
てください！どこなら今の自分が一番納得できる
か、考え抜いた先に財務省税関を選んでいただ
けたら嬉しく思います。

関税局業務課総括係
令和3年度入省

樺澤 優太
KABASAWA Yuta

　進路について沢山悩まれるかと思いますが、
躊躇せずぜひ色んなことに挑戦してみてくださ
い。進路を意識していなくても、どこかで得た経
験が判断の要素になるかもしれないからです。
皆さんの納得のいく進路選択ができることを心
から祈っています。もし、選んだ先が財務省税関
であれば、その時は税関ファミリーとして歓迎い
たします！

関税局経済連携室
経済連携第一係
令和3年度入省

宮原 恵里菜
MIYAHARA Erina

学生へのメッセージ

　採用前は、旅行の際にお世話になる税関職員
の印象から、迅速・円滑な取締りによって日本を
守る機関であると感じていました。業務の特性
上、張り詰めた雰囲気を連想したこともありまし
たが、その心配は採用後すぐに払拭されました。
日頃から会話が活発な環境で、不明点が生じた
際には上司や同僚に相談でき、安心感や連帯感
を持って業務に当たっています。

関税局第二参事官室
（国際協力担当）国際調整係
令和3年度入省

大島 早貴子
OSHIMA Sakiko

　採用前、「税関」＝空港での荷物検査をイメー
ジしていましたが、実際は、空港、港などにおける
通関プロセスの円滑化、脱税に対する犯則調査
なども行っていることを知りました。また、輸入
品に係る関税率の取り決めといった法律改正に
携わる機会もありますので、皆さんが思う以上
に「税関」が日本経済に与えるインパクトは大き
いのではないでしょうか。

関税局関税課企画第二係
令和3年度入省

髙畠 慎太朗
TAKAHATA Sintaro

採用前と採用後の税関のイメージ

　EPA税率を利用する際に、貨物が相手国の産品
かどうかを判断するための重要なルールである
「原産地規則」に関わる業務に携わっており、中で
もRCEP協定の発効に係る仕事が印象に残ってい
ます。国際的な取り決めを、実際に日本でどう運用
していくのかという執行の仕組み作りに携われた
ことは貴重な経験となりました。やりがいのある
職場で一緒に働けることを楽しみにしています！

関税局原産地規則室
原産地規則第一係
令和3年度入省

金杉 みなみ
KANASUGI Minami

　財務省関税局では現場の税関と仕事をする機
会が数多くあります。私の所属する調査課では、
税関の調査部に係る政策の企画立案や調整な
どを行っています。
　税関は約一万人の定員を有する大組織です。
税関とのやりとりは一言一句に大きな責任が伴
いますが、関税局の一員として１年目から重要な
仕事を任せてもらえる環境で働けることにやり
がいを感じています。

関税局調査課総括係
令和3年度入省

佐藤 賢太郎
SATO Kentaro

印象に残った仕事・やりがい
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財務省税関一般職の採用は、各税関で実施しております。この
パンフレットをご覧になって、税関に少しでも興味をお持ちの
方は、上記にお問い合わせください。また、各税関のホームペー
ジに管轄や採用案内等を掲載しておりますので、そちらもご覧
ください。


